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　■　発　表　：　９６年　正月　一日　頃　LITERボ－ドにて全作品掲載予定 　■

  □                                                                      □
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  □    ＊　的を得たコメントは出来そうにないので、自分で付けてね。        □

  ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

  □■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

　　金ならばどこへ出しても晴れがましい。ところが銀は---------

　　銀のスプ－ンならリッチだが、銀の指輪は貧乏くさい。

　　屈辱に涙をこぼす銀メダル。かたやちょんちょん跳ねの銀メダル。

　　銀さえあれば詰みなのに、金２丁では一手負けなんていうのもあるにはあるが。

　　いぶし銀だぜ、おとっつぁん。今回は地位不定の銀を歌にしてみよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごちゃっぺ歌会　ＭＯＫＥ
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「銀の時刻」

　苦しい･･････

目が霞んできた･････

　炎が･･･炎が･･･揺らいでいる･･･

いけない･･･早く･･･早く消火しないと･･････

消えた･･･目の前の光景は 昔の姿を失っている･･･

　･･･残ったのは この煤けた銀の懐中時計だけ･･････

-- Comment --------------------------------------------------------------------

どもどもぉ～　紫苑です。

これが掲載される頃にはＫＯＭさん同様、顔に青みが射していることでしょう(^^;

今回の作品ですが、製作する数日前に小火を出しかけまして･･････

（電気ストーブが倒れて布団が半分くらい燃えてしまった）

（机でうとうとしていた私が悪いんですが･･･）

煙に巻かれそうになりながらも、結構、冷静に鎮火できました。

でも、なんだか消し終わった後の惨状を見ていて、

「あぁ、もう少し寝ていたら自分もあの布団のようになっていたのかな？」

などとしんみりしてしまいました。

で、そんなこんなで出来上がったのがこの作品です。

私が言うまでもないことですが、みなさんも火事には気をつけましょう。

原因は火の元でなくても起こりますから･･････

                                                ID:3021 紫苑

#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%

　「おやっ、あの指輪はどうしたんだい。」

　「やっぱり、私には銀の指輪が合っているみたい。長年指に着けていたせいかしら。

----------金の指輪をしていると、なんだか幸福が逃げて行くような気がして------

いいでしょ。」

　洋子は夫の靖夫をチラリと見やり、探りを入れるような面持ちで答えた。

　靖夫は後ろめたさなのか、一瞬どぎまぎとした間をおいてそれに答えた。

　「そうかい。------好きにするがいいよ。」

　「ありがとう、折角くれたのにごめんなさい。」

　久しぶりに晴々とした元旦の朝であった。

　ふたりが一緒に生活を始めた頃は食べるのに精一杯であった。そんな中靖夫が贈って

くれたのが今の銀の指輪であった。

『今はこれで我慢してくれ。余裕が出てきたら、ちゃんとした物を買ってあげるから。』

嬉しかった。この言葉はその時の音声、情景をそのままに憶えていて、時々それを想い

浮かべ悦に入っていた。

　しかし、何年か過ぎ生活に余裕が出てきてからも、その約束は実行されない。時折、

そのことを仄めかすが、なんやかやとすり抜ける。男というものは釣り上げた魚には餌

をやらないというが、私の夫もそうなのだろうか。しかし、子供には恵まれないながら

平和で平穏無事に過ごしているのだから、良しとするしかないのか。洋子は子供ができ

ない引け目と共に、半ば諦めの気持ちでいた。

　ところが去年の秋、突然プレゼントだと言って綺麗に包装された小箱を渡された。

もしかしたらと期待に胸を弾ませ、包みを開けた。金の指輪であった、しかも大粒の

ダイヤモンドが付いている。早速、銀の指輪を外してそれを着けてみる。嬉しさに頬が

緩み、喜びを隠しきれないで周囲に迸るのが自分でも分かる。お礼を言おうと顔を上げ

靖夫の顔を見てゾクッとした。

　「------ありがとう------忘れていなかったのね。」

　喜びに満ち溢れ、至福の明るい声でいうはずのつもりが、少し陰りのある声色になっ

てしまった。最近、靖夫にかすかに女の影を感じるようになっていた。しかしそんなこ

とはないと自分に言い聞かせていたのだが、７年目の浮気が現実のものとなっているこ

とをこの時確信したのだ。しかし、じっと堪え明るい声で言い直した。

　「ありがとう。このダイヤ高かったでしょう。」

　賢明な洋子は騒ぎたてたり問い詰めたりはしなかったが、緊張と観察の日々が続いた。

洋子の態度が変わったことに靖夫も気づいたようだ。洋子は靖夫が感ずかれたことで反

省し、静かに収まってくれることを願っていた。しかし、場合によっては-----いろいろ

と対策を練り、反撃に移さねばならない。

　年も押し迫り、大晦日の夜も付き合いの忘年会だと言って出掛けて言った。年内に帰

って来ると冗談めかしていたが油断はできない。しかし、今まではいつも一緒に年越し

をしていた。今日が運命の分かれ目だと洋子は思った。

　「まさか、女の所に行くんじゃないでしょうね。」

　この件に関して初めて口にした言葉であった。

　「まさか、ははは、そんなわけはないだろう。」

　靖夫の口調からこれは怪しいと思わずにはいられなかった。靖夫もばれていることは

分かっただろうし、今日の結果でお互いただでは済まないことも感じただろう。これ以

上は何も言わず、どう振るのかサイコロを相手に預けた。

　

　今年もあと３０分、靖夫はまだ帰ってこない。洋子は外に出てみた。この地には珍し

く数日振っていた雪もおさまり、清らかな星空であった。洋子はフ－ドに包まれた頭を

もたげ星空を見上げる。冬の星は清々として凛としている。銀色の星が一段と光彩を放

つのを感じた。靖夫は帰ってくるのだろうか。もし今夜帰ってこなければ、断固たる対

応にでなければならない。

　顔を下ろした。遠くに人影が見える。靖夫だろうか。------------靖夫だ。

靖夫が側まで近づいてきたところでちょっとだけ顔を見合せ、洋子は靖夫に微妙な距離

を置き並んで家路についた。お互い無言であった。女と会ってきたようだ。なにがあっ

たかは知らない。しかし、勝ったと確信した。いつからか鳴り始めていた除夜の鐘の音

が初めて洋子の耳に入った。

　１９９６年１月１日の朝、洋子はダイヤの付いた金の指輪を箱に入れ、タンスの奥深

くに仕舞い込み、長年馴染んできた銀の指輪を再び薬指に着けた。

大晦日の夜に輝いた銀の星と身に着けている指輪の銀が、はるか昔宇宙の創世期には寄

り添っていて一体をなしていたことを洋子は知らない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６２８　ＭＯＫＥ

　いつも不調だ、難しいと言い訳ばかりで申し訳ないですが、今回も無理矢利に書いた

何時もながらの駄作です。おまけにしょうもないおちまで付けて(^^ゞ

先刻本を覗いたら、銀は金属の中でもっとも人間の可視光線を反射する物質だそうです。

世の奥様方も亭主殿からの唐突なプレゼントには注意しましょう。(^_^;

#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%

                                銀色の明日

　突然目の前の若い女性が苦しみだした。

　痛みに顔を歪めているため美人かどうかはよくわからないけれど、

　下腹部を押さえて、その場に座り込んでしまった。

　「大丈夫ですか？」

　ボクではない、別な人間が彼女に声を掛ける。

　ボクはそれを客観的に見物することしたできないのだ。

　彼女は突然、スカートの裾から手を入れて下着をずり下げた。

　（この女何を？！）

　あまりの突然の出来事に、ボクは淫らな考えさえ起こすのを忘れている。

　『ｸﾞﾁｭｧ!!』

　「え?!」

　何か粘液質に関係したイヤな音がして、その後つかの間の静寂。

　彼女が身をよじり、立ち上がった。

　その足許には……卵だ！しかも銀色の。

　次の瞬間、彼女の顔がすぐそこにあった。

　銀色の髪、銀色の瞳。そして……ひきつった笑顔……。

　イヤダ、イヤスギル！！

　

　『プチッ』

　微かなノイズと同時に彼女は消えていた。

　そこにはただ緑の文字で「ビデオ」と書かれているだけだった。

　まったく、正月早々イヤなビデオ見ちまったぜ。

　

.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.

　わぁぁ、ゴメンナサイ(^^;)。

　本当はもっと話が長くなるはずだったんだけど、あまり長すぎてもダメ

　かなぁと思って、定番のオチにしてみました。

　文中の言葉を借りると、

　「まったく、正月早々下手な文章見ちまったぜ」ですね。

　ホントは銀という題材で、「１９歳と銀指輪」の話にしようかと思ったのですが

　今は恋愛ものを書く気分ではないので、こんなにしてしまいました。

　ゴメンチョ

                                                             いいむ
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　　　　ボタン

　目覚まし時計に夢の世界から連れ戻され、ラッシュアワーの電車に揺られて会社

へ行く。そして仕事を終えて、薄暗いボロアパートへ帰るのは終電の時間。

　三ヶ月前からこれが僕の日課となった。

　三ヶ月前、入社したての僕の抱いていた仕事への情熱も、単調な生活の中で次第

に薄れ、仕事に慣れるにつれて仕事そのものも単調な物と感じるようになった。

　情けない話だが今では研究室に残らないか、と言う教授の言葉を聞かなかった自

分さえも恨めしく思っていた。

　そんなある日の事・・・。

　終電に乗って、疲れた身体を引きずるようにしてアパートにたどり着き、荷物を

ソファに投げ出してその横に座り表の繁華街のネオンの明かりを唯一の光源とする

部屋を眺めながらちびりちびりと酒のグラスを傾け、一息にあおる。

　そんないつも通りの手順を踏んでほっと一息ついた時、視界の端で何かが光った。

　しかし、そちらを見ても闇の中に床に散らかっっている物の影が見えるだけで、

特に変わった物はない。気のせいか、と思ったがやはり何かが光っている。

近づいてみると、小さなボタンが一つ、落ちていた。

　「このボタンは・・・」

　ボタンは深い記憶の海の底から一人の女性を連れてきた

　あれは確か僕が大学三年の冬だった。

　友人に誘われて参加した学内でのスキーツアーで、僕は智子と知り合った。

　こんな言葉を使うと俗っぽい恋愛小説のようだが、僕にとってそれは運命の出会

いだった。それは智子も同じだったらしく、ツアーの最中、特に親しく話した訳で

もない僕の最終日、突然の告白ににっこり微笑んで頷いてくれた。

　むしろ静かに燃える恋だったが、一月もしないうちに僕たちは一つ屋根の下で暮

らすようになった。

　しかし、悲劇は突然訪れた・・・

　それから二ヶ月経った春休みに、長期休暇で帰省していた智子の乗る列車が事故

にあった。知らせを受けて僕が病院に駆け込んだ時、智子はもうこの世の人ではな

かった。

　その日からの僕の生活は惨憺たるものだった。学校には行かなくなり、外に出る

気力もなく、ただ暗く、散らかった部屋の中で一日を過ごしていた。

　これも不幸中の幸いと言うのか、一、二年の頃にはバイト以外にする事が無かっ

たおかげで、単位は十分だったから留年するような事態にまでは至らず、説得に来

た友人の熱意に凍りついた心も温もりを取り戻して、やがて元通りの、あのツアー

の前の生活が戻ってきた。

　唯一の違いと言えば、恋愛に対する興味と積極性が完全に無くなった事だった。

もっとも、その事のおかげで、それまで決して優秀ではなかった僕が、学問に於い

て有終の美を飾る結果となったのは皮肉な結末だったが。

　「智子・・・」

　このボタンは確かに智子の着ていたカーディガンに付いていた物だ。小さな、丸

い、銀色のボタン。間違いない。

　何故今ごろになって、と言う思いも微かに脳裏によぎったが、それは溢れ出す思

い出にかき消された。

　あのツアーの一ヶ月後、今度は二人っきりで行ったスキー旅行、二人で歩いた町

並み、何年かぶりで会った親友のように語り明かした夜もあった。

　次々に溢れてくる思い出の中に、突然智子の悲しげな顔が浮かんだ。でも、これ

は何時の事だろう？思い出せない。しかし、その顔は他のどの思い出の中の智子よ

りもはっきりしている。まるで現実に目の前に居るようだ。

　（現実にここにいる？）

　自分の思いにふと我にかえると、目の前に智子が居た。幻か、と思って・x目を

閉じたが、目を開くとやはり目の前に智子の顔がある。

　「智子・・・なのか？」

　僕の問いに悲しげな顔のままで智子は頷いた。

　僕は言葉を失い、ただ呆然としていた。智子も何も言わずただあの悲しげな目で

僕をじっと見つめたまま動かなかった。

　長い沈黙の後、我にかえった僕が智子を抱きしめようと近づくと、智子はうつ向

いて黙ったまま首を振り、一歩さがった。

　「どうしたんだ、智子？」

　問ｂｩけてもやはり智子から返事はなかった。たださっきまでとは違い、瞳の陰

りが一層増したように見えた。

　「智子？」

　心配して歩み寄ろうとしたその時、智子の姿がすーっと闇に消えてしまった。

　「とも・・こ・・」

　僕はまた呆然と立ち尽くしていた。

　また、と言うのは嘘かもしれない。今の出来事を現実だと思う方がどうかしてる。

　しかし、僕は感じていた。今、確かに智子がここに居た、と。

　その実感が高まるにつれて、消える間際の智子の顔が脳裏に強く描き出されてき

た。まるで聖母が罪を犯してしまった者を見る時のような、悲しく、そして慈愛に

溢れた目をして、智子はじっと僕を見つめていた。

　智子はどうして突然現れたんだろう？

　智子はいったい何を言いたかったんだろう？

　同じ問いが頭の中をぐるぐる回っていた。

　やがて夜も更けて、繁華街のネオンも消え初めた。真っ暗になった部屋の中、一

人ソファに座って僕はずっと考えていた。しかし、いくら考えてみても答は見えそ

うにもなかった。

　そうして、とうとう壁の鳩時計が午前二時を告げた。

　僕は今日も仕事はあるから仕方なく風呂に入って寝る事にした。

　風呂から上がってふと洗面所の鏡を見た。自分の姿が映っていた。しかし、これ

が本当に自分の顔なのだろうか、と思わず我が目を疑ったくらいにその顔は疲れ果

てていた。

　その時、また智子のあの顔、さっき消えてしまう前に見せたあの顔が浮かんでき

た。そして僕は悟った。智子が安らかに眠っていられない程に今の僕の心が凍えて

いた事を。智子がその心を何とかしたくて僕の前に現れてくれた事を。

　智子にお礼を言おうとベランダに出て空を見上げると、天上にはあのボタンのよ

うに白銀色に輝く満月がかかっていた。

***********************************************************************

　　あとがき

うを！な、長い・・・(^^;;

はぢめて書いたぞ、こんなに長いの(^^;;

思わず後書きなんか付けちまったい(^^;;;

・・・と言っても原稿用紙にすりゃ四枚とちょっとくらいかぁ(^^;;

はぁ・・・小説家って、凄すぎる(^^;;(ｫ

それにしても前回から超短編小説（笑）ばかりになってるなぁ(^^;

ま、いいか(^^)歌会はなんでもありだもんね(^^)

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

さ、今度こそコメントを書きましょ(^^)

今回のお題は銀！

ＭＯＫＥさんが言った通り銀にも色々ある。じゃあどうしようか？

金属の銀そのものに付いて書くにはどうもネタがない

じゃあ、lＯＫＥさんが言った将棋の銀将はどうか？

いやいや、私は囲碁部員、将棋については殆ど知らないからこれも無理

じゃあ、百円白銅貨と五百円銀貨で何か出来ないか？

題して百円の悲哀！！

・・・だぁぁぁ！！これじゃギャグになっちゃうぅ～(;_;

じゃあ・・・・・と悩んでいた頃、図書館の帰りにふと見た空に

満月が輝いていたんです(^^;

ををっ！これだぁっ！！よぉぉぉっし！！これで銀はクリアだ！（ぉ

と言う事で、撃ﾍ思いつくままに書いてみました(^^;;

　うーん・・・コメントになっとらんなぁ(^^;:　　3254　ＫＯＭ
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ええ～毎度お付き合いのほどを

何でも、今回の花題は銀だそうですな。あの金銀の銀

「銀行」なんて言葉があるくらいですから、たいそうな値打ちもんですな

「おい、おめえさんこの間、でっけえ銀を拾ったんだって

「ああ

「どうだい、吉原へでも繰り出して、ぱーっといこうじゃねえか

それとも、もう使っちまったのかい

「今、使ってるよ

「え、今使っている？どういう事だい？

「漬け物石にして、今使ってんだよ

「おまえさんね、銀を漬け物石代わりに使うとは、どういうつもりだい

銀の値打ちってもんが、分からねえのかい

「値打ちが分からないのは、おまえさんの方だ

いいかい、銀ってのは比重が重くて、安定してるから

漬け物石にはもってこいなんだよ

どうやら、そういうった問題じゃあ無いようで

あるご遊興好きな豪商。庶民に銀を与えたらどう使うのか

と、悪戯な心を起こしまして、試してみようと思いました

でかい銀の塊を与えて、どう使ったかこっそり見て見ようというのです

長屋の、何件かの戸の前にこっそり銀塊をおいておき

朝、その家の者が見つけてびっくりし

周りを見廻して、そそくさと家の中に運びこむのを物陰から見て

にっこりして引き上げます

「ええ、ごめん下さい

「おう‥‥なんでい、お前さんは

「ええ、手前、商人でございまして、こちらで銀塊を拾われたと聞いて

出来ますれば、見せていただけないかと思い

こうして伺った訳で

「え？銀塊？どこで聞いてきたんだい、参ったなあ

「その銀塊を見せていただけませんでしょうか

「無いよ

「え？無い？いかがなさってので

「このね、ステレオの中の配線を全部、その銀に変えちゃったからね

「え？ステレオの？配線を？銀に変えた？何と物の価値の分からない人だ

「物を知らないのは、あんたのほうだ

いいかい、あらゆる金属の中で銀は最も電気抵抗が低いんだよ

その銀に配線を変えたら、どんなに音が良くなるか分からないのかい

ちょっと聞いてみなよ。どうだい、この広がり、透明感

奥行きと、余韻、さすがだねえ、ええ

「いえいえいえ、これでおいとまいたします‥‥‥‥ふ～参ったね。どうも

いるんだねえ、ああいうマニアってのが‥‥‥次の所へ行ってみよう

ええ、ごめん下さいまし

「おう‥‥なんでい、お前さんは

「ええ、手前、商人でございまして、こちらで銀塊を拾われたと聞いて

出来ますれば、見せていただけないかと思い

こうして伺った訳で

「え？銀塊？どこで聞いてきたんだい、参ったなあ

「その銀塊を見せていただけませんでしょうか

「無いよ

「え？無い？いかがなさってので

「鋳溶かして、このフライパンにしちまった

「え、銀塊を鋳溶かして？フライパンにしてしまった？

なんと物の価値の分からないお人だ

「物の価値が分からないのは、お前さんの方だ

いいかい、銀ってのは、あらゆる金属の中で

最も熱伝導性がいいんだよ

分厚い鋳物のフライパンで作った料理が、どれだけ旨いか分からないのかい

「ははあ、そういう物ですか

「まあ、見ていなよ。この鹿の子の目を入れたイカ

ちょいと火を通してから、玉子の黄身を塗って、このフライパンに

‥‥ほら、こうして‥ちょいちょいと‥‥

どうでえ、黄身がテカテカと黄色に光って、実に旨そうじゃあないか

「ははあ、美味しそうですなあ

で、これは何とい言う料理で

　　　　ｺｶﾞﾈ

「イカの黄金焼きってんだ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｒｏｏｗ

#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%

紫苑さん　　　　それはそれは大変なことでした。

　　　　　　　　しかし沈着冷静な対応、立派でした。

　　　　　　　　焼け跡から出てきた銀時計は一層の愛着が沸くことでしょう。

　　　　　　　　皆さん、寒いです。火にはくれぐれもご注意を。

　　　　　　　　　私事、ガキの頃睡眠中に炭アンカで左足踵を大火傷しました。幸い

　　　　　　　　今はその名残が残ってるだけですが、すんでのところで骨まで行き、

　　　　　　　　足首から下を失う所だったそうです。身を燃やしている間、本人は心

　　　　　　　　地良い夢の中にいた事を覚えています。いやはや恐ろしいこってす。

　　　　　　　　炭アンカとは一辺２０cmほどの４側面が開いた陶器の四角い箱で、

　　　　　　　　その中に炭を入れる暖房器です。それを敷き布団と掛け布団の間に

　　　　　　　　入れ足元を暖めるという危険極まりないものです。

　　　　　　　　いくら昔とはいえ、私が生きている時代のものです。原始的でおそろ

　　　　　　　　しいですねえ。

いいむさん　　　銀の卵を割って出てくる者はなんであろう。

　　　　　　　　卵だから鳥かな。銀の鳥だから手塚治虫の火の鳥かもしれない。

　　　　　　　　待てよ、目と髪が銀。----全身が銀だとしたらウルトラマンだ｡

                ウルトラマンの子供、ウルトラマン子だ。

ＫＯＭさん　　　僕のものと似たようなタッチですね。

　　　　　　　　でも、不自然でなく上手くまとまってす。

　　　　　　　　死者の霊魂の存在の有無。僕にとっても興味ある永遠のテ－マです。

　　　　　　　　　紫苑さんもＫＯＭさんも受験を前にした大忙しの時。

　　　　　　　　そんな中のごちゃっぺの参加、非常に嬉しい。

　　　　　　　　試験も大いに頑張って下さい。吉報待ってますよ。

Ｒｏｏｗさん　　竜田川Ｒｏｏｗの教養落語第２弾

　　　　　　　　銀の使い道、いろいろありますねえ。勉強になりました。

　　　　　　　　銀配線のステレオならギンギンギラギラパ－らダイスと乗りがいい

　　　　　　　　こってしょう。

　　　　　　　　銀の料理器にＲｏｏｗさんの腕が加われば黄金になるってえ寸法で

　　　　　　　　ありんすね。

　　　　　　　　今頃は（本当にこれを書いている今頃）Foodの年越し新年会で御馳走

　　　　　　　　を前に大いに盛り上がっていることでしょう。

　　　新年早々、まだ３時間もたっていないのに早くもトラブル発生。

　　　新年すかさずごちゃっぺ歌会をアップしようとしたら、なんとファイルが壊れ

　　　ゴミになっていた。コピ－のしかたの間違いだったのか、バックアップも同じ

　　　ゴミ。めげましたよ、ほんとに。皆さんの作品はＭＡＩＬ集から編集し直し、

　　　そして僕の奴は全く原本がないから思い出し出し、書き綴るという次第。

　　　僕の作品も少しニュアンスが変わったようです。良くなったのか、悪くなった

　　　のか、短い作品なのに正しく思いだせない。

　　　２時４２分、漸く復旧しました。ふうふう

　　　それでは　新年明けましておめでとうございます

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごちゃっぺ歌会　　ＭＯＫＥ
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　　今世紀もあとわずかに５年、ひとつの締めくくりのエポック

　　この５年が来世紀の方向性を決めることは言うまでもないでしょう

　　そのエポックこ始まり１９９６年、そこから末尾を取って花題にしました

　　こんなもんで如何でしょうか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごちゃっぺ歌会　ＭＯＫＥ
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                　「本当の初恋と６年前のフロッピー」

　不覚にも、このファイルを読んで涙が出そうになった。

　不意打ちというのはこの事を言うのだろう。

　５インチディスクに残された、６年前の思い出。

　厳重に封印した、当時の思いの全てをぶち込んだ半年間の記録。

　ボクはうっかり、それを空けてしまった。

　当時ボクは１９歳で、６つ年上の彼女に片思いをしていた。

　男子校を卒業して、女性の常識を知らずに社会に放り出された。

　そして、年の割に童顔で笑顔の可愛い彼女に初めてあった時から、

　ボクは気持ちを伝えることが出来ないまま、自分の気持ちを

　このファイルに記録していった。

　６ヶ月…半年の間、何度か会話もあって、少しづつ彼女と親しくなっていった。

　「今日は…職場の飲み会で隣同士になった……。」

　「今日、彼女の課に遊びに行ったら、コーヒーを入れてくれた。」

　そんなたわいもない出来事が、ディスプレイに表示され記憶を呼び覚ましていく。

　半年考えてボクはとうとう気持ちを伝えることにした。

　その日はこのファイルの最後の日付だ。

　『２５って言うのは、女性にとっては結婚適齢期なの。

　　今からそういう付き合いをするなら、結婚を考えられる人じゃないと。』

　彼女はまず、そう言った。

　『キミもすごくやさしいし、かっこいいよ。』

　『でも、お給料２人あわせても、暮らして行けそうにないもんね。』

　ファイルの最後に、こう書いてある。

　「サヨナラ、本当の初恋。この思い出を綺麗に残したいから

　　このフロッピーは厳重に封印する。」

　ボクは大きくため息を付いて、ぼんやりとそのセリフを眺めていた。

　「パパぁ！なにやってんの？」

　突然、背後から元気な声がする。

　「ん、なんでもないよ。」

　娘に笑って答えながら、ファイルに削除マークをつけた。

　ふと娘の背中を見ると背中に新品の赤いランドセルがあった。

　小さな娘と比べるとまるでどちらが背負われているかわからないくらいだ。

　「これね、おばあちゃんがかってくれたの。４月からこれで学校行くんだ。」

　　そうか、こいつも６歳だっけ。

　

　彼女にふられた後、すぐに同級生と仲良くなった。

　そして、その年の内に結婚、次の年こいつが生まれて……

　ボクは娘に微笑みながら、迷うことなくマウスをクリックした。

　本当の初恋は、記憶の中だけに。

-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-

　チト長いですね(^^;)。

　実は私これに似たようなことがありまして……といっても恋愛の話では無く、

　昔書いた小説なんかですけど、フロッピーを整理していたら過去の作品が出てきて

　ふと、それを読みふけってしまったりします(笑)。

　……あ、しまった。作った後よく見て（考えて）みると別に「６」でなくても

　話が通じる気がしますね(爆)。ま、そこは勘弁してくださいな。

                                                        ID:1980　いいむ
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        六牟星

　昔、この国にはいくつかの「禁断の書」が存在したそうです。

　例えば、人知を越えた力を利用する医療書。例えば、人の手に余る力を持っ

た兵器が記された技術書。それを何者が、何時記したかを知る者は無く、そし

てそれは、その持つ力の強大さ故に「禁断の書」とされ、やがてその力を恐れ

た賢明なる為政者達によって闇に葬り去られました。

　しかし、１冊だけ、それを葬った者の名も分からない書があります。それに

記されていたのは、魔を呼び出し、操る術だったと伝えられています。

                        ・

                        ・

                        ・

　その男は、長い伝統を誇る町の長であった。

　男の屋敷は大きな城であった。と言っても、民から搾取したわけではない。

いつの頃からか町長になった者は、この屋敷に住むのがしきたりとなっていた

からだ。

　ある日、倉庫となっている屋敷の地下室に用があってやってきた男は、壁に

不思議な模様を発見した。長い年月を経て、それは周りにある壁のシミとそう

変わらなくなってはいたが、幸いにもタバコを吸おうと立ち止まったおかげで

偶然にも男はそれを発見できたのだった。もっとも、このあとの男の運命を思

えば、生涯最大の不幸だったかもしれないが。

　円の中に２つの三角形が互いに逆の向きに描かれた見慣れぬ模様（六牟星と

呼ばれる模様であったが、それを知る者はこの時代にはいなかった。）に興味

を覚えた男は、周囲の壁を調べ始め、そして遂に、小さな隠し扉を発見した。

　その扉の奥の小部屋には、小さな机と、その上に置かれた小さな箱があるだ

けだった。その箱の中には、１巻きの巻物が収められていた。

　男は知らなかった。何故代々の町長がこの城に住むよう義務づけられていた

のは、この書物を人知れず隠し続けるためであった事を。そして、自分が禁断

の領域に踏み込んでしまったことを・・・。

　巻物は古代の言葉で書かれていたのだが、男にはそれを解読するだけの知識

があった。そこに書かれていたのは魔を呼び出し操る術だった。

　子供騙し、と思いながら何故かその内容を否定しきれなかった男は、ことの

真偽を確かめてみる事にした。実験で。

　召還・制御に必要なのは、六牟星といくつかの呪文だけ。呼び出された魔の

力は六牟星の大きさのみに比例する。

　男が最初の実験で使った六牟星の大きさは、赤ん坊の掌程度の大きさで、現

れたのは妬み、苦しみ、怠惰などの「負の感情」だった。

　実験の成功に気をよくした男は、次に机に直径50ｾﾝﾁ程の六牟星を描き、魔を

召還した。今度現れたのは「不幸」。確かに「負の感情」よりも力は強くなっ

ていた。

　好奇に憑かれた男は遂に、床に半径1ﾒｰﾄﾙ程の六牟星を描いて、魔を召還した。

　己の力量を省みる事無く。

　今度現れた魔がなんであったのか、男は知る事が出来なかった。呼び出され

た魔は「破壊」。ただ「そこに在るもの」の破壊・消滅を求める意志。

　そして「破壊」を呼び出したその瞬間、男の姿は跡形もなく消え失せた。

　次の瞬間、「破壊」の吐息により町は何も残らない荒野と化した。ついさっ

きまで大勢の人がそこで生きていた事を目の前でみていた者が疑うほどに。

　しかし、町が消えた後の荒野を見て、「破壊」は何を思ったのか、不敵な笑

いを浮かべると、元の世界へと帰って行った。

　その時、「破壊」が見たものはひょっとすると「未来」かもしれない・・・。

***********************************************************************

うーん、ﾌｧﾝﾀｼﾞｰばっか読んでたりするから、どうしても「六」→「六牟星」って

浮かんじゃいますねぇ(^^;;

でも、これだけで終わりだと寂しいんで、最後に盛り下げてシめましょう(ｫｨ

************************************************************************

年が開けて「頭に６」と分かっていながら何度も忘れてしまった自分に

腹を立てて一言

　　「このロクでなしが！」

ﾋｭｳｩｩｩｩｩ････････････

窓の外では、相変わらず木枯らしが吹き荒れていました・・・。(^^;

　　　　　　　　　　　　　　　　　ID:3254 ＫＯＭ
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　もし人の指が６本あったなら------------１２進法になっていただろう

　もし足の指が６本あったなら------------水虫の棲息数が増えるだろう

　もし６本脚の狐に出会ったら------------それはコン虫だろう

　今月はもう６千円しかないから----------呑みには行けないなあ

　今月はまだ６千円もあるから------------さっそく呑みに行こう

　もっと人間の頭脳が発達したら----------６頭身が美人の標準になるだろう

　　　ここで７つめを書いたらろくでなしだからやめとこ

　　　　　　おそまつさま～　　　　　　　　　　　　１６２８　ＭＯＫＥ
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いいむさん　　日記とは人の生活の中で、自分自身について顔を赤らめずに物語ること

　　　　　　　のできる部分を毎日記録したものと誰だかが言っていたが、電子日記だ

　　　　　　　と後から思い直して書き改めタイムスタンプを戻しておけばいいので

　　　　　　　便利です。(^^ゞ

　　　　　　　＞ボクは娘に微笑みながら、迷うことなくマウスをクリックした。

　　　　　　　ボクも昔の日記を恥ずかしくて焼いてしまったことがあるが、その後

　　　　　　　後悔の波が間欠的に押し寄せてきた時期がありました。

　　　　　　　焼き捨てるのと違ってクリック消去は一瞬なので、きっとそ一瞬の後

　　　　　　　複雑な静寂があったことでしょう。

　　　　　　　＞別に「６」でなくても話が通じる気がしますね(爆)。

　　　　　　　いえいえ６でなくてはなりません(マジ)。そうでなければろくでなしだ。

　　　　　　　おおっと、舌の根も乾かぬうちにまたもややってしまった(^^ゞ

ＫＯＭさん　　おおっと、ＫＯＭさんも「このロクでなしが！」とやったな

              六牟星ってダビデの星のことかな。

　　　　　　　薄汚ねえ６畳間で六牟星を描いたら六無斎になってしまいそうだ。

　　　　　　　＞その時、「破壊」が見たものはひょっとすると「未来」かもしれない・

　　　　　　　　・・。

　　　　　　　ふと、１年前の大地震を思いだしてしまった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごちゃっぺ歌会　ＭＯＫＥ
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　　そろそろ好きなＴＶなんでも鑑定団が始まるぞ。見たいけどやらねばならない

　　ことが沢山あるのでどうしようか。

　　最近はとても人気があるようでスポンサ－も大企業だけになってしまった。

　　当初は○助というふぁみり－割烹のとってもださくて恥ずかしいが、なんとも

　　いえない泥臭さが愛らしいコマ－シャルがあったのだが、今は姿を消してしまった

　　あんまりごちゃっぺとは関係ないねえ(-｡-;

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごちゃっぺ歌会　ＭＯＫＥ
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　                              「鑑定の代償」

　薄暗い、獣脂でできた蝋燭の明かりだけがその部屋を照らしていた。

　石畳、血の染み、縛られたジプシー、そして上品な身なりの男女。

　「流民のぶんざいでこのワシに偽物を売りつけるとはな！！」

　「いいえ、あの宝石はわが家の家宝。決して偽物では……。」

　激昂する男と、苦悶の表情の流民。

　「ならば、我が妻が虚言を言っていると申すのか。

　　こやつは宝石の価値を鑑定の術を心得ているのだぞ。」

　「されど……。」

　「もうよい。誰かこのものの首を跳ねよ！」

　うす汚れた流民の血が石畳に新たな染みを作り、その影で一人の女が笑った。

　

　それから幾つかの月日が経った。

　「奥方様…流民の者が奥方様に宝石を献上したいと申しておりますが…。」

　侍女の声に女は以前の出来事を思い出した。

　あの流民の宝石は本物だったが、夫には偽物と言っておいた。

　事はうまく進み、今その宝石は自分の胸に誇らしげに輝いている。

　流民の一族は計り知れない価値の宝石を持っている。

　「よい……通せ。」

　その流民が持ってきたのはこれまでのどの宝石よりも大きかった。

　「おお…何と大きな…。」

　驚愕と感嘆の入り交じった声が奥方の口から漏れる。

　「大きいでしょう…よく、ご覧下さい。これは…。」

　奥方は美しく輝く宝石に魅せられたように顔を近づけた。

　「これは、私の目玉なのです！！！」

　ぐらりと流民の首が不自然に揺らぎ、流民がそう叫んだ。

　瞬間、宝石が血走った眼球に変わり奥方を睨んだ。

　流民の片目は空洞になっており、もう片方の目も奥方を睨む。

　「きゃあああああ！！！」

　奥方の悲鳴を聞きつけてやってきた領主は、奥方の姿を見て立ち尽くした。

　両の目玉をくり貫かれた頭部が、後側…背中を正面にしてこちらを向いて

　いたのだった。

　

　-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-

　いや～長い上に尻切れ気味になってしまいました(^^;)。

　ちょっと怖い感じを出したかったのですがあまりうまく出てませんねぇ。

　今回の「鑑定」はちょっとネタ的には難しかった気がします＞私にとって(笑)

　とりあえず、

　「欲に目が眩んで嘘の鑑定をすると痛い目に遭うよ」と言う話でした(笑)。

                                                id:1980 いいむ

#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%

　　　　　　　　　　　　【　地球人 と 土球人　】

　朝６時、窓の雪景色をササとかき乱して飛び立つ小鳥の残したチチッという声に眼を

覚ました。今日は大晦日だ。年に一度いや百年に一度それでは済まない、千年に一度の

グレートグレート大晦日なのだ。土球暦１９９９年最後の日、地球暦では３９９９年最

後の日だ。ちょうど二千年の違いだ。僕の故郷地球とここ即ち土球は同じ銀河の中にあ

るが一万光年ほど離れている。しかし瓜ふたつの双子のようにそれぞれの太陽からの距

離はおろか自転公転の周期まで全く同じなのだ。そして地形こそ違え自然環境もほとん

ど同じなのだ。

　僕は商社員として地球から移り住み、土球人女性と結婚し子供も間もなくできる予定

だ。土球は有史わずかに２千年だが、文明的に一万年を越える地球にも劣らない。もっ

ともこれは２千年来の地球からの一方的な文明の伝播によるものなのだが。これはほと

んど明白な事実なのだが、妻のみならず土球人の前では話題にしない。確たる証拠はな

いし、彼らもそれに違いないとは思っていても、それをはっきり言われたらやはり良い

感じはしないだろう。第一、史実として明確になっているのは、両球人が初めて接触し

てからのたった３百年に過ぎないのだ。

　地球人も土球人も体質、体型、知能、嗜好もほとんど一緒である。煮本人と永国人あ

るいは島北人と九週人が歴史的生活的環境の違いからくる僅かの差異でしかない。だが

ひとつだけ決定的に違う身体の部位があった。それは手足の指が４本しかないというこ

とだ。そしてそれは頑固である。各要素に相互関係のあるはずの遺伝子なのに、この４

本５本を決定する遺伝子は完全に独立して強固である。しかも遺伝的にメンデルの法則

は当てはまらない。地球人と土球人のカップルから産まれる子は完全に５０％の確率で

４本か５本だ。その祖父母との関係は全くないし、隔世遺伝も起こらない。生活環境、

食生活、あらゆる角度からサンプルを集めても、その要因は異球人の父母であることだ

けしかないし、データを集めれば集めるほどその数字は５０コンマ以下の０の桁数を増

やしていくだけであった。

　現代では家庭内で分娩ができる。夫婦で１日間の講習とシュミレーションを受け、必

要な用具を借受けて夫婦自らだけでできるようになった。不安であれば親を呼べば良い

し、急にあやしくなったら近所の友人、さらには最寄りの医者に連絡をすれば良い。

ほとんど皆そうしているし、奥さんもリラックスできるらしい。

　妊娠を妻から伝えられた当初は、産まれてくる子が４本か５本か気になっていたが、

次第に女か男かに変わり、今になると健康かそうでないかが気になりだした。やはり人

の親なのであろう。妻が５本だといいねと言うのに対し４本の方が可愛いかもねと返す

ことも数回で終わったように思う。僕たちの結婚を地球の家族に知らせたらかなり親族

から反対の言葉を返された。目立った差別が有るわけではないが、日常の生活の細部に

なるとその差を無視できなくなるのはしかたないのだろう。

　今日は千年の大晦日だけではない。もっと重大なイベントがあるのだ。土球国の始祖

とされる人物の墓が開かれる日なのだ。２千年の間墓が開かれることはなかった。代々

の王はそれを拒否した。とくに１００年前、地球人との折り合いが良くなかった時は顕

著であった。墓を暴けば土球の礎が地球人であったことが白日に晒されるからだ。

　しかしそれにはひとつの疑問がある。土球暦元年といえば地球暦で２００１年である。

その頃には１万光年どころかワープ航法すら実用化されてはいなかったはずだ。ワープ

航法での初移動が３６世紀、それから千五百年以上も後だ。当時の地球人がここにこれ

るはずはないのだ。しかし急激に発展し地球と同じになった文明、文字まで類似してい

るのだ、２千年も前から。しかも突然に発生したような感じだし、それより古い土球文

字は発見されていないのだ。詳細はわからないが、地球からの完全伝播には間違いない

だろう。

　その謎が今日にも解きあかされるかもしれないのだ。今両球はすこぶる健全な協調関

係にあり、いつの時代にも何かしら隠し事を持つのが国家運営維持の方法とでも思って

る両球政府のお偉がたも、両球人民の永い間の欲求の前には勝てなかった。

　鬼がでるか蛇がでるか。両球政府にとっては穏やかならぬ心境にいるはずである。

出物によっては一瞬にして最悪の事態になりかねないのだ。本当は墓の開示にもクッシ

ョンを置くべきなのだ。国家責任者にとってこんな危険なカケは許されないのだ。しか

し両首脳会談の後の晩餐会で、和平推進会談が予想以上の成功を収めたせいなのか、ふ

たりとも酩酊のうえ気分が良くなって開墓を了解してしまったのだ。

　勿論非公式のジョークとも言える発言だったので取り消すことも可能であったが、一

度インプットされた両球民の欲求の炎をもみ消すことはできなかった。それが１９４１

年。両首脳は辛うじて延期策を取らざるを得なくなったが、今世紀末にというわずかな

遅延時間しかとれなかった。あれから５８年、当時の人々で残っている人は少ない。し

かしそれへの欲求は受け継がれ、時が近づくほどに大きくなってきた。あれから密かに

墓の調査は改変を行っているかもしれない。しかしそれは人民も十分に監視してきたは

ずだし、現在は官民互いに有史以来の信頼関係にあると言える時代だ。

　土球の黎明期が明らかになる以上にもっと興味深いものが僕にはある。

平成暗黒時代の全容が明らかになるかもしれないのだ。地球暦１９８０年から７０年間

は残された文書、資料がほとんどないのだ。文化史上では平成の焚書坑民と言われてい

る。距離こそかけ離れているがその時代と今度の墓は年代的に一致するのだ。

　平成暗黒時代の断片的に知られていることを僕なりに推論を入れて纏めるとこのよう

になる。１９９６年に起こった平成の徳政令、これは当時地球で繁栄を誇っていた国家

ヤーパンで起きた事件で、国家が国民からの借金を棒引きにした。泡に消えたというが

ゼロサムには違いないので、本当は一部に損失したはずの金が集まっていた。しかしバ

ブルに消えた、このままでは国民経済に破綻をきたすと脅して、その一部を国民から棒

引きにした。この時はそれで収まったものの、国民とくに倒産、夜逃げ、首括り寸前の

人は納得が行かない。その後わずか数年の間に昼逃げ、公然の踏み倒しが横行するよう

になり、今まで一部の人間しかやっていなかった脱税が一般大衆のものとなり、国庫収

入は激減した。倫理も急速に欠如し、喰い逃げ、踏み倒し、暴力、放火、強盗、殺人が

激増した。今まで模範的な国家がこの凋落である。他の息も絶え絶えの多くの国家人民

も右へ倣えをしてしまった。

　また当時の多くの文書は磁気を利用したもので保存されていた。秩序崩壊、破壊行為

でただでさえ多くのものが失われたが、２１世紀前半に銀河の局部を襲った猛烈な磁気

嵐。ほんの一瞬ではあったのだが地球もその中にあった。金属は空中を踊り、多くの死

傷者がでた。そしてその時たまたま厳重にシールドしていなかったデータは全て消えて

しまった。まあ、国家規模レベルの重要データ以外は全て消えたと言っていいだろう。

この嵐は予測できていたと思うので、２０世紀末の経済、倫理の破綻が起こらず、それ

以前の知的水準、社会システムをもってすれば、かなりの部分は防げていたはずなのだ。

　しかし今では２１世紀前期以前に作られた磁気データはほとんど残っていない。した

がってこの半世紀は文明的空白の時代である。これは地球全域の経済倫理の凋落のきっ

かけとなった徳政令事件が起こった国家の当時の年号を採って、平成暗黒時代と呼ばれ

ているものだ。

　土球暦元年つまり地球暦２００１年といえば平成暗黒時代の前期で、発端となった平

成の徳政令事件の５年後で地球国家群の体力が半減していたと思われる、しかしまだ宇

宙船をあげること位はできていたはずだ。とすれば磁気嵐の影響で土球に運ばれことも

考えられる。しかし磁気嵐は２０３５年だ、遅すぎる。そしてその頃には宇宙船を上げ

るなどとてもとても出来やしない。やはり地球人が土球に行けたのは２０世紀末期どこ

ろか２１世紀ではなおさら不可能で、やはり３５００年代になってからだ。

　地球と土球の自然環境がこれほど酷似している偶然は普通には考えられない。この事

実を前にすれば、顔かたち、文明が似ているのも起こりえることなのだろうか。それと

も僕たちは夢か蜃気楼でも看ているのだろうか。

　僕の独り言を聞いていた妻が突然に言った。

　「徳政令って、あさはら住専という人が悪かったんでしょう。」

　僕は妻がそんな名前を知っていることに驚きながらも解説した。

　「あさはら住専は宗教家の息子で金融業の親玉で徳政令事件の発端となる悪行を働い

た男と一般的には伝えられているが、他にも全く別な説もあるんだよ。それはあさはら

住専は化学薬品会社の普通の社員でたまたま自社製品『コーセーエイズ』を運搬してい

た。この薬はその気化した気体を嗅ぐだけで貧血目眩を直す特効薬なんだ。たまたま通

りがかった地下鉄の駅で、駅の地下配管に破れが生じサリリンという毒物が漏れて、そ

こにいた多くの人が貧血を起こしていた。そこであさはら住専は持っていたコーセーエ

イズを全て気化させ、苦しんでいた人々に与えた。本人を含め駅にいた全ての人間はそ

れを吸引したわけだ。そして貧血が治り、万事めでたしと思われた。ところが数日たっ

てそのコーセーエイズが毒薬であることが公になった。たとえ僅かであってもいったん

それを吸えば、生涯にわたり酷い障害を余儀なくされ、おまけに余命も極端に短くなる

というものだったんだ。」

　「そうしたら、あさはらも地下鉄の駅にいた大勢の人も酷い目にあったわね。」

　「監督官庁は危険な物質であることは遙昔にその化学薬品会社に通達したはずだとい

い、一方薬品会社側は使うなとは聞いてないと弁明。なんだかわからないうちに時間が

経過し、結局あさはら住専が毒薬と知りつつ厳重に保管されていた会社の『コーセーエ

イズ』を盗みだし、私生活の鬱憤を晴らす為に地下鉄に撒いたということになってしま

った。一部マスコミが幾多の矛盾を無視し、その説の賛同意見を書いたものだから、国

民は数百人の命を奪った犯人憎しが先行してしまい、他愛もなくその結論に落ちついて

しまった。

　ところがまたその推論にも裏説がある。実は監督官庁と薬品会社が毒薬であることは

知っていたが、在庫が切れるまで隠しておこうというものなんだ。無くなるまで分散し

て少量づつ使えば捨てずに済むというわけで、その浮いた金は両者の分け前になる寸法

というものなんだ。」

　「そしたら、国家と企業が市民の身体を喰いものにしたことになるわね。殺人よね、

それも故意の自国民無差別大量殺人よ。そんなことが在り得るのかしら。」

　「だからこれは仮説のさらに裏仮説だよ。どこかのアナーキーで偏屈なひねくれ者が

言いだしたことに決まっているさ。文明国家しかも裕福な国でこんなことが起こり得る

はずはないだろう。それに僕の故郷なんだよ。」

　「それも平成暗黒時代に起こったんでしょう。」

　「そう、地下鉄コーセーエイズ事件は徳政令事件の前の年だから１９９５年になる。」

　「市民の低質なマスコミに踊らされる無知さ、官と企業の極悪非道さ、平成暗黒時代の幕開けとしたら、ふさわしいものなのかもね。----------」

　妻は口に出してしまったのを後悔して、僕の顔を恐る恐る覗き、平静を装っているの

を観てとると、ゴメンと言い残して去っていった。

　２千年も前の出来事なのだ。しかも資料もほとんどない暗黒時代のことなのだ。本当

のことなんて分かりはしない。しかし、この時代の全貌が明瞭になったとしたら、ノア

の方舟の発見、オリーブのたわわにに実る緑の大都市アフリジアの地下に埋もれている

というピラミッドの発掘、いやそれ以上、アトランティスやム－の発見にも匹敵するか

も知れない。だって、何千年もかけて上昇してきた文明文化が地球全体規模でわずか半

世紀でほとんど灰塵に化してしまったんだから。そして、アトランティスやム－よりは

身近な存在なのだから。

　ＴＶをつけた。６時間も前なのに墳墓を前にして今か今かと待ち構えている姿を写し

だす。午後１時ちょうどに墳墓の入口の扉が千九百何十年の歳月を経て開けられるのだ。

　アナウンサーが声を張り上げて言う。『これから目にするものは全て事実です。たと

え何が見えても驚かないように。不都合なことがあっても決して動揺したり思慮のない

行動に走らないでください。事実を博愛と広い心で受け入れましょう。２１世紀もすぐ

そこです。』

　同じような呼びかけはもう何年も前から聞かされ耳にタコが出来ている。墳墓の入口

は分厚いガラスのドームで覆われ我々の外界から密封遮断されている。扉を開けた途端、

未知の毒ガスや病原菌が出て来ないとも限らないからだ。

　半年も前から毎日のようにこの日の為の予備知識や推論の特番が組まれ高視聴率を得

ている。当然墳墓に入る人選も決定している。カメラとマイクは１台のみ。アナウンサ

ーとカメラマンはそれぞれ土球人の正一名、地球人の副一名の計４人だ。立会い人は両

球各７名の各分野から選出された１４名。そして化学処理班を含めた医師団が６名。

総勢２４人の編成だ。カメラマンは自分の意思で機械的に物を映像に捕らえて行くこと

だけが義務づけられ、誰も指示や妨害をしてはならない。そしてそれを案内説明するの

が正アナウンサーで、それも目の当たりにした事象をそのまま機械的にアナウンスする

だけで、その発言に思考が入ってはいけない。例え読める文字を発見しても発音しては

ならない。不測の誤解を招く恐れがあるからだ。

　視聴者は映像を見ることによってのみ知ることができるのだ。さらに１４人の立会人

は物証の確認をするだけで、その場での発言や他への指示命令は許されないことになっ

ている。そして不測の事態に備え、自分たちの身を護る必要が生じた時のみ、その総指

揮者が決定されている。医師団の１から６、次には正アナウンサー、次に副アナウンサー、カメラマン、最後に立会人と２４の順位が決まっている。

　しかしその一方、その画像を受けたＴＶ局はその責任で解説を加えることができる。

各ＴＶ局がそれぞれに趣向を凝らした設定で待ち構えているに違いない。そして殆ど

時間差なしで地球にも届けられる。５０億の民人がＴＶの前でじっとしているのが想い

浮かぶようだ。勿論この僕もそのひとりだ。

　あっという間に時間がたちもうその時がきた。あと３０分。入口前の隔離ドームの中

に物々しい防護服を着た２４名の団員の姿が見える。ドームの外側にもこれまた物々し

い警備の人間が群がっている。今回のもっとも大きなテーマは土球国の創始者が土球人

か地球人のどちらであったかだ。その鑑定方法はすこぶる簡単だ。手足の指が４本か５

本か、ただそれだけだ。問題は遺体か明確な画像か記述を発見できるかどうかだ。

また内部の地図や様子は勿論全く知られていないのが、人の想像をくすぐる。

　ＴＶの画面全体に博愛、寛容、未来の３標語のテロップが静止画像となっている。

１時の時報と同時にテロップが消え、ドームが写し出された。扉を開けると同時に調査

団のカメラの映像に切り替わった。５０億の民人が息を呑んでいるのが感じられる。地

下に続く階段を下りると大広間があった。そしてそこには宇宙船らしきものが見える。

アナウンサーが乗り物のようですと言うのが聞こえた。ＴＶ画面は左右のふたつに分割

され左がわは調査団のカメラの映像、右側はその放送局に陣取った解説陣の姿が映しだ

された。

　『あれは地球の宇宙船のようですね。２０世紀末期の確かスペースシャトルと呼んで

いたと思いますが。』解説員のひとりが言った。

　『胴体に書いてある文字は　ＹＡＨＳＵＮ　ＣＡＬＩＦＯＲＮＩＡ　９９　と読める

ようですね。』　ＴＶ局の解説員の発言も慎重な言い回しになっている。

　『ＣＡＬＩＦＯＲＮＩＡは当時の地球の最強国Ｕ．Ｓ．Ａ．の州名です。９９はきっ

と１９９９年のことでしょう。』

　『なるほど、では頭のＹＡＨＳＵＮはなんでしょう。』ＴＶ局の座長が尋ねた。

　『ＹＡＨとは掛け声、ＳＵＮはもちろん地球の太陽。きっと宇宙に飛び出す気概の表

現で、太陽へのあこがれ賛辞を名前にしたのではないでしょうか。』

　『掛け声は掛け声でもあまり良い意味ではないようです。憎しみ、嘲り、焦燥という

意味が込められています。ちょっと違うような気がします。』

　『Ｕ．Ｓ．Ａ．ではそうかも知れませんが、ヤーパン国では友人などにかける、親し

みの籠もった呼びかけです。やー、何々君、ご機嫌よう、なんて感じですね。』

　『ちょっと待って下さい。もしかしたらそれはふたつに分けてはいけないんじゃない

でしょうか。やーさんと読めるでしょう。やーさんとはヤーパン国発祥のヤクザの愛称

です。』

　『ヤクザとはなんのことでしょう。その辺りを手短にお願いします』座長が催促した。

　『ヤクザとは任侠道に端をなす正しい硬派の道を生きた人達のことです。先程も述べ

ましたようにヤーパン国で生まれたのですが、２０世紀後半には世界中、もちろんＵ．

Ｓ．Ａ．のカリフォルニアにも進出していました。任侠道は強きを挫き、弱きを助ける

底辺の人々の味方です。彼らは一般に気が荒く、法を犯すようなこともたまにはしまし

たが、それを取り締まるケイサツも見逃していた史実が数多く残されています。これも

ヤクザが民人から愛され守られていたからでしょう。その証拠に時代は少し逆上ります

が、ヤクザの前身である任侠の親分、清水の次郎長は後世の歌にも語り継がれたヤーパ

ン国の英雄のひとりです。それは揺るぎのない史実です。もっとも２０世紀末期になる

とあの平成暗黒時代に入り、資料が少ないものですからはっきりしたことは言えません

が。------------でもその延長線上にあることは容易に想像できるでしょう。』

　『民人に愛されていたとはいえ、犯罪を取り締まる立場の地球人が犯罪を見逃すんで

すか。信じられませんねえ。』

　『表の権力と裏の権力ヤクザが密かに手を組んで、例えばカシシブリサラキンシステムというものを作って、一般地球人を搾取していたという説も有るようですがねえ。』

　『なにしろ２千年も前のことですから。それにヤーパン国では物事を突き詰めて白黒

をはっきりさせることが必ずしも美徳とはならず、むしろ曖昧にさせるのが美徳とされ

ていた時代ですからねえ。』

　『へえ、そんなもんですかねえ。』解説員のひとりが呆れたように言った。

　『本題に戻し、あの宇宙船はカリフォルニアのヤクザのものではないでしょうか。』

　『いや、やはり私は太陽讃歌と解釈したいですねえ。』

　『ＹＡＨＳＵＮとヤーパン、音が似てますがこれに関係はないんでしょうか。』

　　座長が話の流れを止めた。

　『ちょっと待って下さい。カメラマンが宇宙船の中に入り込むようです。-------

扉が開きませんねえ。おやっ、諦めたようです。今無理をして壊してはいけませんから

ねえ。次の間に行くようです。いずれ内部は詳細に調べられるでしょう。楽しみです』

　僕はあの宇宙船に思い当たっていた。辛うじて残っていた当時の新聞記事の中に写真

とともに記事があったのを覚えていた。カリフォルニアと９９は覚えていないがＹＡＨ

ＳＵＮの名は覚えている。あの宇宙船は観光客ふたりを乗せて１９９９年宇宙に旅立っ

たが、途中で行方不明となったものだ。きっとなんらかの偶然的自然現象で土球にワー

プしてしまったのではないだろうか。当時観光目的で宇宙に出れたのは数えるほどで、

化石燃料を産出した金満国の王とか地球有数の金持ちに限られていた。たしかあの機体

は機体はおろか維持費クルーの経費を一切合切丸抱えする代償として自分が観光客とし

て乗り込んだものだったはずだ。しかしＹＡＨＳＵＮの名の由来は全く分からない。

　

　『調査団が次の区画に入りました。どうやら当時の生活用品が収められているようで

す。順調な調査です。この先が大いに期待されます。』

　いろいろな調度品や用具、装飾品が次々と静かに淡々と映し出されていく。

　『ほう、いろんなものがありますねえ。しかし地球も土球もほとんど似たものだから、

これだけではどちらのものとはいえませんねえ。手袋とか靴下が出てくれば良いのです

が。』

　『おやっ、肉片が映し出されました。透明なレトルトパウチ包装のようです。２千年

を経た今でも食べられるでしょうか。ラベルの文字が小さくて読めません。--------カ

メラが近づきました。読めました。どうやら鯨の肉と読めるようです。現代の言葉とあ

まり差はないようですねえ。』

　ひとりの解説員の絶叫に近い声が響いた。

　『鯨肉ですか。当時の地球では鯨肉は忌み嫌われていて、食卓にのぼるようなことは

なかったと思いましたが。この墳墓の主は土球人という可能性も僅かではありますが出

てきましたねえ。』

　この発言で解説員の土球人たちの息が沸き立つのが感じられた。やはりルーツが自分

たちのものであるに越したことはないのだ。

　『手袋が発見されました。カメラが急いで近づきます。』

　突然画像が回転し乱れた。

　『転倒したようです。カメラマンの逸る気持ちも痛いほどわかりますねえ。しかし

気をつけてください。』

　『手袋のようなものがクローズアップされました。残念ながらミトン手袋のようです。

これでは指の数は分かりません。副カメラマンがミトンを裏返して中を見ようとしてま

すが、中仕切りもないようです。残念です。』

　『さらに次の区画に入ったようです。おおっ、いきなり人の姿が見えます。ガラスの

ケースの中に横たわっています。当時の人間でしょう。この墓の主でしょうか。まるで

生きているようです。身体が花で覆われています。胸にバッジがついています。黒のベ

ースに金色の浮き彫りです。デフォルメしてあります。Ｙ----Ｃとも読めなくはありま

せん。ＹＣ------ＹＡＨＳＵＮ　ＣＡＬＩＦＯＲＮＩＡのことでしょうか。』

　『花の中から左手が垣間見えます。カメラが接近しました。』

　『ああっ、指は４本のようです。』

　『本当だ！４本だ。ということは』

　『ちょっと待ってください。良く見てください。』

　『小指の所が切除されているようだ。』

　『元は５本ではないのか。』

　『ヤクザは地位が高くなると小指を切り落とす習わしがあったと聞いたことがありま

す。その世界ではそうすることで箔がつくとされていました。所謂ひとつのステータス

シンボルですね。』

　『土球にはヤクザなんていないし、本当は５本指なんだから、ここの墓の主つまり土

球国の始祖はやはり地球人だったんだ。』

　『ムム、この人物は確かに地球人かもしれないが、土球国の始祖とは限らない。』

　『いいや、この花の山、手厚い葬られ方を見ると、この墓の主に間違いないだろう。』

　『地球人----ヤクザが箔を付ける為に指を４本にしてたんだから、地球人は土球人に

憧れていたんだ。土球人を上位に見ていたんだよ。』

　『皆様、冷静に。博愛、寛容、未来のスローガンを思い出して下さい。知識人の皆様

が今からこのようでは先が思いやられます。』　座長があわてて制した。

　『いやはや面目ない (´_｀;　失礼しました。視聴者の皆様もどうか御冷静に。』

　『たった今緊急報告が入りました。居酒屋に居合わせた複数の両球人の間でいさかい

が起こり多数の怪我人が出た模様です。視聴者の皆様、どうか冷静に！両球人は互いに

親愛に満ちて、仲が良いはずです。記念すべき未来への幕開けの日です。さらなる明る

い未来への第一歩の日です。静かに見守りましょう。』

　『カメラが柩の側の黒い箱をとらえました。掌に載りそうな大きさです。上に押しボ

タンのようなものがついています。一体これはなんでしょう。これを押すと死人が蘇る

のでしょうか。おおっと失礼しました。今のは無責任な発言でした。撤回します。』

　『現地アナウンサーもここでは押さないでしょうね。』

　『何が起こるか分かりませんからね。』

　『怖いもの見たさで押してみたい衝動にかられますよ、私は。』

　『箱の側面になにやら文字が書いてあります。なになに、オソレルコトナイズラ、コ

レハオウノサイゴノメッセージダヨーン、シソンショクン』

　『王つまり始祖のご臨終間際の言葉でしょうか。しかも子孫諸君とあります。きっと

この黒い箱は音声再生機でしょう。』

　『これは聞かない手はありません。まっさら生情報を包み隠さず情報公開を原則とし

ているのですから。』

　『そうですね。なにもしなければ視聴者が許しません。』

　『そうですよ。なにしろ５８年間もこの時を待っていたのですから。』

　『そうです。今すぐに押すべきです。情報公開の原則です。』

　『このままでは、視聴者の欲求不満が大きくなるばかりで、乱闘や暴動に発展しない

とも限りません。----あっ失言！』

　『オセー！！！！！』

　『あっ！現地アナウンサーがボタンを押す模様です。----今、押しました！』

　【(ｻﾞｻﾞｻﾞｻﾞｻﾞｻﾞ)　バカヤロー！　シノゴノユウナ！　(ﾊﾞｽｯ)  ウッ　(ｶﾞｶﾞｶﾞ) 】

　ひとときの静けさがあった後、両球５０億の人間が感動の涙に目を潤ませていた。

そして街では土球人、地球人の別なく、手に手を取って喜び合う光景が溢れた。

【シノゴノユウナ】指が４本とか５本とか、地球人とか土球人とか詰まらないことにこ

だわるなとの御先祖のメッセージだったのだ。僕も感動にむせび泣いた。２千年の時を

越えて、初代国王は宇宙的視野での無差別、平等、友好、博愛の遺言を残していたのだ。

かくして、もともと無法者である人間が内部抗争のうえで発した問答無用という意味の汚い言葉【シノゴノユウナ】はこのように曲解され、地球の聖祖イエス・キリストの【汝、隣人を愛せよ】と並び称され、永く崇め奉られることとなった。

　傍らでは急に高潮が押し寄せ、妻が今にも出産する気配である。もう妻の側に行って

やらねばならない。健康な子が産まれてくれれば良いのだが。しかし４本か５本か正直

なところ気になる所ではある。

　そしていずれ墓の内部が詳しく調査され、僕のもうひとつの興味、平成暗黒時代がど

ういう時代であったのか鑑定されるのも、もう間近だろう。
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      　　　　　　［特別付録］　　歴史年表

　　　(地球暦)　　　　　                     　 (土球暦）

　　 1995   地下鉄コーセーエイズ事件

     1996   平成の徳政令                             

     1999   YAHSUN CALIFORNIA 99号 失踪(?)

     　　                                         1  突然の文明の勃興

     2035   銀河磁気嵐                               文字の成立

     2050   (この頃の地球人口は                      土球国建国 

             2億数千万と推定される)

        1996～2050 平成暗黒時代

        1980～2050 平成の焚書坑民時代(文化史）

     3472   約1500年ぶりに人類が大気圏外に出る

  　 3543   ワープ航法に初めて成功

　　 3711   クンタ・キンタ大尉、土球に到達する  1711  地球人タバタ島に降りる

                                                      (地球との交流が始まる

     3730   この頃、土球への移民が盛んになる           発展促進の傾向大)

                                                1738  第１次地球使節団派遣

                                                1863  土球国製宇宙船初飛行に成功

     3904   LS第５惑星領土権、土球国に譲歩　　　1904  LS第５惑星の領土問題で

            兄国としての度量を示す                    地球政府と対立するも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当然の勝利を収める

 　　3942   土球国政府、土球国初代王の墳墓調査　1942  政府、初代国王墳墓の開示

　　　　　　を認める。時期は今世紀末　　　　　　　　　を認めるも時は今世紀末

　　 3999   現在に至る                          1999  現在に至る

　   4000　 明日                                2000  明日

　===========================================================================

　　こりゃ長くなってしまった。一応定められていた１００行制限を少し破ってしまい

　ました。歌会も閑散としているからいいでしょう。

#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%

いいむさん  奥方の両の眼カからそれぞれ紐が垂れ下がり、その先には眼球が付いて

　　　　　　いて、寂しく揺れていた。よくみると『天誅』と書いてあった。

　　　　　　この恨み晴らさでおくべきか　(-_-)

　　　　　　＞いや～長い上に尻切れ気味になってしまいました(^^;)。

　　　　　　いいむさん、いつもながらごちゃっぺは救われています、ありがとう。

　　　　　　１００行規制も取り払われたようですから、今後はのびのびとどうぞ。

　　　　ごちゃっぺ歌会は花題に関連したもの、という以外なんの規制もなくなり

　　　ました。青空天井、自由度９９％です。未参加の方も奮って作品を寄せて下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごちゃっぺ歌会　ＭＯＫＥ

-番号- -年月日- - 時刻 - -書込者- -ﾚｽ番号- -タイトル-

01412  96/03/05 18:40:47 1628              第２４回 ごちゃっぺ歌会 作品募集

  ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■

  □　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□

  ■ 　　    　　　   第 ２４ 回　ごちゃっぺ歌会　作品募集    　　　　　　■

　□　　　            ￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣　  　　　　　　□

　■　花　題　：　　　　　　　　　　蝶　　　　 　       　　　　　　　　　■

　□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□

　■　締切り　：　９６年　３月２５日　頃　MAILにて ID:1628 ＭＯＫＥまで 　■

　□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□

　■　発　表　：　９６年　４月　１日　頃　LITERボ－ドにて全作品掲載予定 　■

  □                                                                      □

  ■　　＊　作品にはＩＤ番号とハンドルを併記して下さい。                  ■

  □    ＊　的を得たコメントは出来そうにないので、自分で付けてね。        □

  ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

  □■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

　　土に蠢く虫どもも、春の訪れとともに身を起こし、或る者は大きな羽を身に

　　まとい大空に羽ばたく。ひらりひらりとかよわき蝶は何を思うのか。

　　春の暖を枕にしばしの間胡蝶になりて隣世に夢見ん。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごちゃっぺ歌会　ＭＯＫＥ

-番号- -年月日- - 時刻 - -書込者- -ﾚｽ番号- -タイトル-

01427  96/04/02 07:00:23 1628              第２４回　ごちゃっぺ歌会　発表

  ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■

  □　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　 　 　　　□

  ■　　　　　　　　　第 ２４ 回　ごちゃっぺ歌会　発表　　 　　　 　　　　■

　□　　　　  　　                                        　　　　   　　 □

　■　         　　 　花  　題　：　　　　蝶　　　　　　　　 　　　　 　　■

　□　                                                     　　　　　  　 □

  ■                                                 　　　　　1996.4.1   ■

  □■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

　どもども、いつもお世話になってます(^^)。

　今回の歌会は「蝶」というお題と言うことでお約束、「夜の蝶」で

　作ってみました。

　１行づつお読み下さいﾌﾌﾌ。

　ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=-

                                夜の蝶　”≠”

　（や、やめろよ…。）

　ボクは喉の奥の方でそのつぶやきを押し殺した。

　男の節くれだった。熊手のような大きい手がナオミの胸元をまさぐり始める。

　……そして、ナオミはその感触を楽しむようにうっとりと目を閉じる。

　白く透き通るような肌、ＣorＤサイズの大きめな胸、長くのばした栗色の髪、

　そして整った顔。

　「トモダチ」のナオミはそんな感じだった。

　「新しく店を出したから来てね。」

　昔とはすっかり感じの変わったナオミはそうボクに言った。

　そしてボクはこの店に来てそんな様を見せつけられている。

　薄暗い照明、外人の歌…雰囲気を言葉で表すなら……「デカダンス」

　男はさらにナオミの反応を楽しむべく首筋に口を寄せる。

　だめだ、耐えられない。

　すっくと立ち上がったボクに、ゲイっぽい黒人のバーテンが目配せして、

　「ノン、ミスター」と呟く。

　ボクはポケットの中の何枚かのお札をカウンターに置くと、出来るだけ

　ナオミと目を合わせないようにドアの所まで歩いた。

　ふと、ドアのガラスに店の中が映る。

　ナオミはボクにウインクしていた。

　……アイツ……

　ボクは街並みに紛れてナオミのことを考えた。

　なにがアイツを変えてしまったのだろう。

　昔は…昔は…バリバリの硬派な男だったのに。

　たとえ見栄えは女でも男同士のあんなシーンは見るに耐えない。

　「あんな店二度と行くか」

　ボクはそう思って家路についた。

　ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=ｰ=-

　如何なもんでしょう(^^;)。最初からオチがバレてましたかねぇ？

　しかも、あまり「蝶」と関係ないかも知れませんね。

　ちなみに私は男色の趣味はありません(笑)。

                                                ID 1980:いいむ

#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%

　　　　　　　　　　　歌物語「蝶」

　夜の公園の街灯をぼんやり見つめながら、ため息を一つついた。

　約束の時間は、とうに過ぎて、けれど君の姿は現れそうにない。

　今日、上司に仕事上のミスを、こっぴどく責められたばかりだ。

　君にもらったチョコレートは、大切にしすぎて痛んでしまった。

　グレイのスーツに身を包んで、僕は地味なネクタイに手をやる。

　夜の公園の街灯をぼんやり見つめながら、ため息を一つついた。

　すると子供の頃に大好きだった、アオスジアゲハが空を横切る。

　　空(ｸｳ)を飛ぶ　花のようです　鮮やかに

  　忘れた夢か　アゲハが一羽

　ゆっくりと足元を見つめてから、肩を落として僕は家に向かう。

　遠くで吠える犬の声が穏やかに、静かな住宅街に聞こえている。

　鍵を差し込みドアを開けると、ロックの外れる音がやけに大い。

　子供の頃に追いかけていた、あの蝶はどこへ行ったのだろうか。

　　届かない　思いがあって　止まらない

　　空(ｶﾗ)の虫かご　空に舞う蝶

　玄関でつまづきながら、靴を脱ぎ捨てた僕は暗い部屋を進んだ。

  手探りで壁を撫でて電灯のスイッチを探すのにやけに手間取る。

  乾いた音とともに明かりが灯るとアオスジアゲハが一羽飛んだ。

　暗い僕の部屋に座っていた君が、ぱっと顔を上げるのが見えた。

　　探してた　君の瞳に　舞うアゲハ

    まごう事無き　夢の続きを

                                                '96 SyD-Osyo

------------------------------------------------------------

　...ご無沙汰の和尚です。...だぁってぇー。忙しかったんだもん。

                           m(__)m

　今回のお題も難しかったなあ。やけくそに、現代ふうの歌物語にして

みました(笑)

　定型詩にするのも難しいし、5･7･5･7･7の３連発ばっかりだったので、

たまにはこんなんも、いかがっすかぁ？(笑)

                          ＼(^o^)/

　内容としては、「とっても、チンプ」よ！(爆)赤面、赤面。

                                                  -SvD-

                                        四道和尚 Bis|hop 

#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%

　　　　羽根破り明日は有りや指の粉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　絶不調！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花にとまっていた蝶の羽根を指でつまんだら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羽根が破れてユラユラと飛んで行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指に残った鱗粉が蝶の余命を示唆して悲しい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これひとつだけ(´_｀;

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              1628  ＭＯＫＥ

#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%

　いいむさん　　　　　　　毎度のご参加、ヒジョ～にウレピー

　　　　　　　　　　　　　アチョ－！　ナオミ君だったのか(-｡-;

　　　　　　　　　　　　　シリコンの時代といってもシリコン製の胸はスカン

　　　　　　　　　　　　　やはり少しチガウ、天然ものがいい(ﾟ-ﾟ)(｡_｡)(ﾟ-ﾟ)(｡_｡)

　四道和尚さん　　　　　　ある日の情景を歌にしたものですね。アオスジアゲハも

　　　　　　　　　　　　　自分の居場所を探して、暗いなかで待っていてくれた。

　　　　　　　　　　　　　僕ももう一度夢の続きを見てみたいなあ。

　　　　　　　　　　　　　　流石に苦しい時の和尚頼み、合掌(^^;

　　　　　　　　　　　　　多事多忙、通信機器のトラブルにも負けず参加して下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごちゃっぺ歌会　ＭＯＫＥ

-番号- -年月日- - 時刻 - -書込者- -ﾚｽ番号- -タイトル-

01431  96/04/06 08:30:44 1628              第２５回　ごちゃっぺ歌会　作品募集

  ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■

  □　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□

  ■ 　　    　　　   第 ２５ 回　ごちゃっぺ歌会　作品募集    　　　　　　■

　□　　　            ￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣　  　　　　　　□

　■　花　題　：　　　　　　　　　　風　　　　 　       　　　　　　　　　■

　□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□

　■　締切り　：　９６年　４月２５日　頃　MAILにて ID:1628 ＭＯＫＥまで 　■

　□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□

　■　発　表　：　９６年　５月　１日　頃　LITERボ－ドにて全作品掲載予定 　■

  □                                                                      □

  ■　　＊　作品にはＩＤ番号とハンドルを併記して下さい。                  ■

  □    ＊　的を得たコメントは出来そうにないので、自分で付けてね。        □

  ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

  □■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

　　　　　　　　　　　僕は５月の風が大好きだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごちゃっぺ歌会　ＭＯＫＥ

-番号- -年月日- - 時刻 - -書込者- -ﾚｽ番号- -タイトル-

01441  96/05/01 18:02:43 1628              第２５回　ごちゃっぺ歌会　発表

  ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■

  □　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　 　 　　　□

  ■　　　　　　　　　第 ２５ 回　ごちゃっぺ歌会　発表　　 　　　 　　　　■

　□　　　　  　　                                        　　　　   　　 □

　■　         　　 　花  　題　：　　　　風　　　　　　　　 　　　　 　　■

　□　                                                     　　　　　  　 □

  ■                                                 　　　　　1996.5.1   ■

  □■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

　　　定型詩「風」

　薄曇り　イバラの丘に　風が吹く

　コートの裾が　はためいてます

　風の中　鋭い刺が　揺れてます

　ズボンの裾に　にじむ血の赤

　今頃になり　馬鹿だね僕は

　君に会いたい　遥かな君に

　動けずに　影絵のように　たたずんで

　曇った空を　見つめています

　止まらない　思いがあって　風の中

　心細さに　負けそうだ

　忘れてるよね　僕のことなど

　君に会いたい　遥かな君に

　思い出も　飛ばされていく　風の中

　君に会いたい　届かぬ君に

------------------------------------------------------------

　毎度。四道和尚です。

　今回は、「風」ですか。歌会には初めての定型詩を出して見ようかと。

　なんか、気持ちのままに詩を作ると、みんなこんな感じになってしま

うんですよね。あんまり、解説も必要ないんじゃないかというほど、解

りやすいものになってしまった。

                              　      　　　　　　(･_･､)

　まあ、この程度でお許しを。

                                                  -SvD-

                                        四道和尚 Bis|hop 

PS.何か、身に覚えの有るような内容だけに、読み直してると涙が出そう

   だ(ｱﾎ)

#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%

　いつもお世話になっています(^^)。

　ここのところ暗い作品ばかりですが、

　なんとなくそんな気分なもんでご勘弁願います(ｫ。

　せめてタイトルだけは明るくしようと思います。

　-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-

　                              「風ちゃぁあん」

　５月の風が頬を撫でる。

　それの感触は、まだ暖かくはないけれど、

　決して厳しさのこもった冷たさでもない。

　そういえば、はじめて自転車に補助輪無しで乗れたときも

　こんな感触だったような気がする。

　風の女神は頬を撫で、髪を梳き、いい匂いを運んできてくれる。

　そういえば、はじめてオートバイに乗ったときも

　そんな感触だったような気がする。

　風の女神は、流れる景色と、心地よいスリルをもたらしてくれる。

　ヒューヒューと風のながれる音がする。

　……ああ、なんでこんな昔のことを思い出すんだろう。

　……そうか、これが最後の走馬燈って奴なんだ。

　灰色のアスファルトが眼下に迫っている。

　アレに手が届いたとき、ボクは楽になれるんだ。

　もう、悩みなんて関係ない。

　だんだん気が遠くなってきた。

　風の女神は最後までボクの味方だった。

　-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-

　ま゛っ(^^;)なんてオチざんしょ(苦笑)

　なんか、直感的に作っちゃったのでちょっとわかりづらいですね。

　補足しておきます(^^;)

　前半は、ヒトは死ぬ瞬間、走馬燈のように過去を思い出す（見える？）って

　話がありますよね。アレです。

　で、最後のオチの「風の女神が味方」というのは、高いところから

　飛降自殺すると途中で気を失うって聞いたモノですから、それを参考に(^^;)。

　なんかここんとこずっと不調ですね～(^^;)

　いつもの芸風が出ていないですね(苦笑)

　では、また後ほど。

                                                ID:1980　いいむ

#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%

　　　　　　五月の風

　　地上から身を離れた者たちは群れて空中を舞う

　　精なる点の後に群れなす最初で最後の編隊飛行

　　放たれた窓に入り、森林を巡り、上空を貫く

　　太陽の光を浴び、鳥や獣に一服の清涼を与える

　　軒先の洗濯物をはためかし鯉に息吹を与え

　　最後の最後に世のしがらみを忘れ風と同化した時

　　死者たちの霊魂はこの世から霧散し、青空に溶けた

　　それでも相変わらず五月の風は吹きつづいている

　　　　　　熱風

　　玉虫に変わる錦の帯

　　果てし無く舞う大蛇の腹

　　得体のしれぬままにしがみつき

　　七転八倒しながらも往来す乾坤四辺

　　舞い狂う錦の帯を取り押さえ

　　自我のバリアに封じ込める

　　三角に圧縮し黒く重い物体を見る

　　と、眠りから覚めた瞬間全てが消えた

　　　　自由詩のつもりが論理的（？）で解説的で、はなはだ芳しくない。

　　　　詩は僕には難しい。

　　　　ひとつめは昔のちょうどこの季節にあった火葬場から昇る煙を見て

　　　　受けた感慨を書いてみました。その当時は今以上に霊魂が自然に

　　　　溶け込んでいく姿を紛れもない事実として受け止めていた。

　　　　ふたつめは熱にうなされた時にほとんど似たような感じで苦しめられる僕の

　　　　夢の中の悶え。不確かで得体の知れないなかに、なにか自我とか時間とか

　　　　無限の空間とか基本的大問題に直接的に触れるような感触がある。

　　　　今回も風疹にかかり（この年で(^^;）４０度超の熱で２日間うなされました。

　　　　　死の匂いのする作品を書く時の自分は余り好きではないが、死のテーマは

　　　　嫌いではありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６２８　ＭＯＫＥ

#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%

　　　　　今回も常連３人衆の揃い文　　おみごと(^^;

　四道和尚さん　　　みごとな定型詩ですなあ

　　　　　　　　　　んでもって　あれですなあ

　　　　　　　　　　失われた思い出は想像に想像、美化に美化を重ねて

                    どんどん美しく、恋しくなっていきますなあ、ほんに実感

                    だからして、あん時あの時あの場所で、ＹＥＳと応えていたら、

　　　　　　　　　　今頃、いまごろ------俺は------あんまり変わってねいか(-｡-;

　いいむさん　　　　いいリズムだったのに、急にどうして最後の走馬燈に

　　　　　　　　　　繋がっちゃうんだろう。

　　　　　　　　　　ああ、どっかから、観覧車のてっぺんから落ちてくる途中なのね。

　　　　　　　　　　あら、解説に書いてあるじゃない。飛び下り自殺の途中だったのね

　　　　　　　　　　なんのなんの、いつもの芸風が出てますよ。(*^_^*)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　最近皆様の感想レスが少ないので、宜しく願います。
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　　　筍のおいしい季節です。

　　　１日で何十センチも伸びてしまう不思議なメカニズムで、育てば育ったで

　　　物干し竿やコップなどに使える優れものです。

　　　孫悟空の伸縮自在の如意棒は夏のウ帝が黄河の水深を測量するのに使った

      ものだとのお話があるが、如意棒は実は筍だったとの話もないし、

　　　漱石が女だけの宿に泊まった時、部屋中に筍がニョキニョキと生えてくる

　　　夢を見た時、自分も俗欲から離れてないなあと思ったとの話も少しずれてて

　　　本当は無いし、筍も成長すれば中身は空気ばかりで何もないのだ。

　　　しかし筍には味がありますなあ。

　　　どうか、美味く料理してください、おねがい (^^ゞ
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　　タケフについでたての劫

　　　　　　　苦しい駄洒落、目下囲碁に夢中、碁をやる人ならなんとかわかる？

　　亀の甲より筍～

　　　　　　　腹に金は代えられぬとまたまた駄洒落を言っている場合じゃない

　　筍のうっそうと危うし北朝鮮

　　　　　　　バランスを崩すと自爆するのか、それとも攻撃的になるのか

　　　　　　　何処も悪しき権力者の妄想は増殖するばかり

　　　　　　　家族を置いて亡命できた人の辛さ悲しさ、できぬ人の辛酸

　　　　　　　作品の方、物騒と鬱蒼、筍をミサイルにみたててみました。

　　　　　　　　　　ｵ

　　筍の竹籠の中安ぎ居る

　　　　　　　起き上がり法師のような筍たちが籠の中にゆったりと納まっている。

　　　　　　　ゆったりとしているように見えるのは親子関係だからだろう。

                                                        1628  ＭＯＫＥ
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　筍、旬ですねぇ。

　でもなかなか私には詩が浮かばない……(^^;)

　でもとりあえず、お話を一つ。

　-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-

                                「串刺」

　「お役人様、お許し下せぇ……」

　ボロを纏った農夫が厳つい身なりのいい男に向かって懇願する。

　既にあたりは薄墨色の闇が力を伸ばしている。

　農夫の後ろにはまだ十にもならないような子供が、大きく瞳を開いていた。

　同じようにボロを纏い、そこから生えるように出ている手足は異様なほど細い。

　顔も頬が痩けているが、窪んだ眼窩のその瞳だけが暗闇の中で異様に目立つ。

　「ならぬ！ここが領主の土地ゆえ、勝手に筍を取ることはきつく禁じている

　　ことぐらい貴様ら犬畜生のようなモノでも知っているはずだ。」

　「ですが……この子は、この子は、このところろくなものを食べておりませぬ。

　　飢えは人を狂わすモノ。しかもこんな小さな子供が……。」

　「貴様らに言い訳を許してはおらん！」

　銀光一閃。

　そして何かが地面にゴトリと落ちて、竹薮に農夫の悲鳴が響きわたった。

　続いて、子供の悲鳴。

　地面には４つの腕と、手を切られ、喉を裂かれたボロを纏った農夫と子供の死体。

　役人はくるりと背を向け、領主の屋敷への帰路に付いた。

　２つの死体は、すぐに死鳥の餌食となった。

　領主の屋敷に行くには細い山道を通らなければならない。

　そこを半ば程まで通り過ぎた時だった。

　「ギャアアア」

　不意に悲鳴にも似た響きが役人の耳を付いた。

　それが死鳥の鳴き声と言うのもわかっていた筈なのに。

　役人は驚いて足を滑らせ、少し下の谷まで転がっていった。

　「う、む。」

　どうやら足と手を痛めたらしい。

　熱を持った痛みがゆっくりと身体を刺激する。

　（痛みが収まるまでこうしているしかないか）

　役人はそう思って辺りを見回した。

　そこは竹林だった。

　うつ伏せの、腹の辺りになにか異物を感じた。

　最初、役人は石か何かかと思った。

　……筍。

　役人は身体を捻ってその異物から逃れようともがいた。

　「！」

　四肢を何か強い力で押さえつけられている！

　先程ここへ落ちたときに痛めたのとは違う、もっと強い力。

　ゴクリ、と唾を飲んで横を見やる。

　手だ。小さい手。

　そして両の足を捕まえているのは節くれだった農夫のそれだった。

　役人は恐怖におののいた。

　身体を捻ることは出来ても、両手両足は地面に根が生えたように動かすことが

　出来ない。

　そうして役人は気を失った。

　どれくらいの時が経ったろう。役人は死鳥の鳴き声で目を覚ました。

　死鳥は役人の回りに群がり何かをついばんでいた。

　相変わらず手足は動かない。そして腹が熱い。

　「！」

　筍。

　腹を貫通し、背骨をかすめている。

　はみ出した内臓を、死鳥は食べていたのだった。

　-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-

　なんか……前にも似た話を出しましたね(^^;)。

　それはさておき(^^;)……

　昔なんかの本でこう言った処刑の方法があったと読んだ記憶があります。

　筍は伸びる奴は一晩で相当伸びるらしいですね。いや～えぐい(^^;)

　さてさて、お口直しにふと浮かんだ一句。

　「筍や　蟻が見上げる　バベルの塔」

　小さな蟻は、にょきにょきと伸びる筍を見てこう思うことでしょう。

　んでこのバベルの塔はいずれ世界樹に形を変えるのですが……

                                                ID:1980　いいむ
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いいむさん    第７回（虫）のオカルトで初登場以来､サスペンス､トレンディー、

　　　　　　　ＳＦ、－－－－と沢山戴きましたが、路線が固まってきたようです。

　　　　　　　いいむホラ－の面目躍如

　　　　　　　暑くなって来たしシ－ズン到来、次回も期待されます。
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　　　先月腹いっぱい食した筍も消化したんでそろそろ駆け込まねば。

　　　もしもし、トイレの花子さん、いらっしゃいますか。

　　　ご不在のようで。でわ、中に入らせていただきましょう。

　　　　トイレというものは神秘的ですなあ。今はほとんど水洗式になってしまったが、

　　　田舎にいけば時々見られるボッタン式。あれを覗き込むと奈落の底を見るような

　　　気分にもなるし、生命の坩堝を見たような気持ちにもなりますなあ。

　　　ごちゃごちゃした物や紙の中でなにやら蠢いている。良く見ると大量の蛆虫が

　　　身体をくねらしている。怖気（おぞけ）が走り、全身に鳥肌が立ったその時

　　　大量の蠅が顔にぶつかるように飛び上がってきた。ホントおぞましいですなあ。

　　　　トイレを見ればその店の事が分かってしまう。洒落た喫茶店でもトイレが

　　　汚れていたら台無しだ。

　　　　広々とスペ－スを取り、粋な小道具を置き、読書や思考に恰好のスペ－ス。

　　　いいですなあ。しかし、ヨ－ロッパに見られるようなバスタブとトイレを一緒の

　　　区画に置く感覚。あれは分かりませんなあ。アムステルダムで見たアンネの日記

　　　のアンネが実際に使用したトイレ、白地に青のアラベスクが描かれた細身の陶器。

　　　一畳にも満たない小さな独立のスペ－スでした。先入観のせいか辛くて悲しいス

　　　ペ－スでした。

　　　　とりとめもなくごちゃっぺと書いてしまったが、今回はトイレです。

　　　ズズ－イと御遠慮なく作品を吐き出してくださいましな。
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                        「Ｔから始まるＳＴＯＲＹ」

　白く縁取られた水面に、ポタリと涙が落ちて幾重もの輪を作る。

　頭ん中は真っ白で、胃の中にはアルコールの嵐が訪れていた。

　２年間全てを費やした女に、別れを告げられた。

　最後の会話の所要時間はおよそ７分。

　どう差し引いても割に合わないと言うのに、

　ボクは最後の瞬間まで「イイヒト」だった。

                                 ﾊﾞｰﾎﾞﾝ

　悲しみと自己嫌悪とをつまみにした酒はこれまでにない悪酔いを催した。

　洋式便器に抱きついて、苦しみに耐えていたとき、ドアが開いた。

　どうやら、鍵を掛けるのを忘れていたようだ。

　「ご、ごめんなさい」

　若い女の声だった。

　すぐにガチャリと、ドアを閉めた音がする。

　声の主はすぐに反応したらしい。

　「……」

　ボクは吐くのを諦め、パーティーションの壁にもたれてなんとか立ち上がった。

　長時間、公共の場を不法占拠してしまったかもしれない。

　水を流してからゆっくりとドアを開けると、すぐそばにさっきの女が立っていた。

　「あの……大丈夫ですか？」

　「…あ……平気……だから……ごめんね……。」

　自分の不法占拠に対して率直に詫びた。

　本来、詫びると言う行為は相手を見て話すものだが、

　実の所ボクの視線は定まっていない。

　視界が激しく揺れて渦巻き、目を開けているのも辛いくらいだった。

　その女がすっと動いた。

　ボクの額に水で冷やしたハンカチを当てて、背中に手を当てた。

　「？」

　「大丈夫ですか？私、看護婦だから…

　　なんか、苦しんでいる人見ると放っておけなくて……。」

　女の言葉と、額のハンカチが心地よかった。

　そして、さっきまでの自分を考えると、自分が情けなくて涙が出そうだった。

　「…あの、私のことを憶えていますか？」

　突然、看護婦が言った。

　「……ぇ？」

　彼女が言っていることの５０％程は意味が分かったが、まさかと思い聞き直した。

　「私、高校の時、一度だけラブレター出したことがあるんです。」

　高校…ラブレター…アルコールに正気を奪われていても、

　その二つのキーワードによって脳は正確に答えを出した。

　「ああ、あの時の……確か……。」

　ボクの発した名前に、看護婦はコクリと頷いた。

　「私、この店に入ったときすぐにわかったんです。あの人だって。

　　でも、なんか……荒れてたから……。」

　「そっか……なんか、格好悪いところ見せちゃったね……。」

　ニヒルに言ったつもりだった。本当は。

　でも、きっとハンカチを額に当てられて、

　背中をさすって貰っている自分は本当に格好悪いに違いない。

　「あの……私、車で来ているんです。もしよかったら……送ります、家まで。」

　見上げた彼女の顔と、トイレの照明が重なりとても眩しかった。

　傷ついた心に、彼女の言葉が優しかった……。

　１年半後……彼女とボクは結婚した。

　結婚式の時の仲人による夫婦紹介で、ボクと彼女の交際のきっかけは

　「ボクが彼女の病院に通院したことから始まった」

　と紹介された。

　もちろん、飲み屋のトイレで始まったことは、ボクと彼女の秘密だった。

　　－＝－＝－＝－＝－＝－＝－＝－＝－＝－＝－＝－＝－＝－＝－＝－＝－＝－

　え、解説。

　「捨てる神あれば拾う神有り」

　別れと出会いを繰り返し恋愛上手になっていくわけですが、

　なかなかそうはいきませんよね。（この作品は理想(?)だな(笑)）

                                                        　いいむ

#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%

　　　　　　　　　「硬くて柔らかくて生温かいＳＴＯＲＹ」　ウンちく文庫

　【起の節：トイレは愛の証】

　　　　貴方はトイレの夢を見たことは有りませんか。きっと有るよねえ。

　　　でなければ、ホットなウンコの夢。もしこれらの夢を見たことが無かったとした

　　　ら問題有りですよ、アナタ。

　　　　これらの夢を見ている時は汚いという感覚よりもなにかホットな温かい情感を

　　　受けていたことでしょう。愛情というか安心感というかそういったものを夢の背

　　　景の中に感じていたはずです。

　　　　湯気のたった大きなトグロ巻きを鷲掴みにするなんて、なんてこったいと思う

　　　けど、実はこのての夢は日頃愛情に満たされているか、愛情に強い欲求を感じて

　　　いる証拠だなんだそうです。

　【承の節：犬もウンコは恥ずかしい】

　　　　たまには(^^ゞ我が家のラッキー嬢と散歩する。途中大抵は小と大をする。その

　　　場所はほぼ決まっている。小の方はよりポイントが決まっていて、小分けに分割

　　　払いだ。小の時は嬉々としてる。腰を下ろし遠方を見ながら満足気である。小を

　　　かけておくのはどうやら俺いや私はここに来たんだぞという仲間への信号らしい。

　　　事前にクンクンと残された匂いを嗅ぎ、どこぞの誰やらが来たことを確認し、お

　　　もむろに私もここに来たよとの印を残すのだろう。

　　　　ところが大となるとそうではない。腰を上げ目を白黒させながら気恥ずかしそ

　　　うにいたす。顔を見つめると見ないでよとばかり目をそらす。そして決定定的な

　　　のは事後に後ろ足で砂をかけることだ。これは隠そうとしているからに違いない。

　　　うちの犬がお馬鹿なせいなのか、砂をかけながら一歩一歩カニ脚で横にずれてい

      ので砂は目標物に命中しない。大と小の間には情報操作に大きな隔たりがある｡

        もちろん大は炭ばさみで拾って持ちかえりますよ、ハイ。この炭ばさみはバー

      ベキューの時と兼用です。ウン     栃木では火ばさみとも言うらしい。

　【転の節：人間は昔ツミレであった】

　　　　人間は昔ツミレであった----はて、なんのこってしょう。おでん種のつみれの

　　　ことです。鰯のすり身を丸めて一面を親指で押した窪みがある形をしたものです。

　　　　今でも居るだろうが人間が原始生物であったある一時期、生涯の間、食するこ

　　　とはせずに専ら排泄のみであった。それが次第に進化し、窪みが深くなり、つい

　　　には貫通した。ツミレがドーナツになった訳だ。一方が口でありもう一方が肛門

　　　だ。だからして食の文化よりもトイレの文化の方が歴史はずずーっと古いはずや。

　　　してから食卓を飾るのもええが、トイレも飾らんとあかん。--さて我が家は----

　　　有効期限切れのミッキ－＆ミニーの絵入りのデオドライザーだけや、こりゃアカン

　【結の節：トイレは生の証】

　　　　母親というものは強い。子供のおしめを交換するのに嬉々としている。挙げ句

　　　にウンチを指でコネ繰り回している。わが子の健康状態を調べているそうな。そ

　　　んなこと、男親にはとてもできない。

　　　　いろんな食材を投入してウンコを作る装置を造ることに挑戦する人もいるらし

　　　いが、かなり難しいらしいですよ。そんな妙な志の人が沢山いて、それらの品評

　　　会を行ったら、さぞかし妖しいでしょうな。ちなみにＴＯＴ○では水洗トイレを

　　　開発するのに味噌を代用しているそうな。

　　　　４番目は結の節とかっこよく決めようと思っていたのだが、決まりませんなあ。

　　　　深層心理学的にトイレとウンコ関係の夢は愛情に関係すると聞きかじったが、

　　　もっと深いものがあるような感じがするなあ。皆さん、どうでしょう。

　　　　ともかくトイレを使うのは生きている証拠に違いはないでしょう。

　　　　　　今日も元気だウンコが綺麗　ああ
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　いいむさん

　　　　うむ、トイレは上からのものも下からのものも受け入れるわけだ。上の口から

　　　注がれる酒はさしずめ未完成品だ。それに対しウンコは完成品だ。トイレにとっ

　　　てどちらが望みであろうか。

　　　　「捨てる神あれば拾う神有り」の理想的なパターンであるが、男と女の立場が

　　　逆であれば良く有るケースだ。男が女に酒、スクリュードライバー（古いかな）

　　　をたんまり呑ませて介抱する昔ながらの戦術だ。しかし今の女性は強いからなあ。

　　　男側も酒を鍛えなければこの作戦は使えん。

　　　　最近とみにごちゃっぺ歌会は便秘気味だ。いいむさんだけが快腸なようで

　　　わたしとの二人芝居が続いている。嬉しくもあり、悲しくもあり。この調子じゃ

　　　いっそのこと、出口を縫い付けちゃおうかな。
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　　　おほっ、誰もいない。

　　　

　　　ごちゃっぺのみならず、ここのボード、ほとんど誰もいない。

　　　お～い、水平線よ～！　タコでもスルメでもいいから、顔見せちょくれ。

　          サキちゃ～ん！　みちひさク～ン！　　　無人島では歯が命

　　　　　　　　　　　　　　　この夏、無人島を経験した若者たち、報告を待つ
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　「みんな・・・どこへ行ってしまったのだろう。」

　あれから３日間が過ぎた。僕たちをここまで運んでくれた輸送艦はすでに失われてし

まった。内陸部からの砲撃は、正確無比だった。僕たちのボートはタッチの差でその難

を逃れた。上陸してみると、そこには誰も居なかった。街は、近代的な町並みのままそ

こに在った。事前ミーティングでは、この街は廃棄されて１００年も経っているとの事

だった。この島は、炭坑の街だった。

　僕は呪った。この街を捨てた人々を。テロリストは、この街に逃げ込んだ。正確には

彼らはテロリストでも何でもなかったが、政府の都合がそう呼ばせているだけだった。

３日間・・・僕はこれまでに起こった出来事を思い出していた。

　第２小隊が全滅して、小隊長が死んだ。野砲を見つけたＢ分隊が突入して全滅。目標

は１８個体が残骸として発見されている。・・・目標・・・・なんなのだろうか？人間

の形をしたもの。僕たちと同じ服を着たモノ。残骸・・・、ただの有機物の塊。

　「敵襲！」

　どこかで叫び声が聞こえる。僕は、その方向に銃口を向けた。やがてその方向からは

銃剣が飛び出してきた。僕は引き金をひいた。そして、銃剣は動かなくなった。

　無線は応答がない。回路はそれが味方でない事を示していた。僕は銃を下ろした。油

圧系には何の以上も認められていない。僕は、この島を無人島にする事、その為にやっ

てきた。ただそれだけの事だった。木立の向こう側に、熱線反応があった。僕は迷わず

手りゅう弾を打ち込んだ。目標は散り散りになって消し飛んでいた。僕は一瞬だけ奇妙

に思えた。彼らは本当にアンドロイドなのだろうか？まあいい、僕の電子頭脳はそんな

事を考えるためには作られていない。まぁいい、まぁいい・・・。

　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　えー、御無沙汰しております。きょくせんです(^^;

　　今回はお題が”無人島”という事で色々考えてみたんですが、短文で何とかしよう

　と思うと結構無理があるようで、お茶を濁す形になりますが、一本提出いたします。

　　うぅ。。。最近は『真夏の海には』シリーズ（苦）で考え事しているものですから

　煮詰まっています。仕事の方は、多分きまりじゃぁないかなぁ・・・と。大学院とい

　う選択肢も魅力的だったんですけどもねぇ、バクチは打てない状況になってしまった

　し・・・。まぁ、やりたい事をやろうかと思います。それではまた。

                                                     1742  きょくせん
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　　この島は少なくとも１００年以上前には人間が住んでいて、さらにその５０年前ま

では炭鉱の街として細々ながら営々と生活が築かれていた。変移があった。その点を境

にして島の人口は一気に５倍増になり、経済力は爆発的に成長した。そしてほとんど底

をついていた炭鉱も閉鎖された。

  世界的に軍事的緊張が高まり、その島が属していた国家の軍事基地となったのであっ

た。キ－スト－ンと呼ばれるほど軍事戦略的に重要地点に位置していた故である。軍関

係の他、観光にも収入源が増え、住民の生活も炭鉱時代からは一変し活気に満ち溢れた。

軍事という危険な影も緊張のバランスがとれていて実際には戦争勃発ということもなく、

また国家による宣伝の効果で暗いイメ－ジは陰に隠れ、経済の恩恵を享受できることだ

けが表面に現れ、住民も経済生活の上昇に浮き立っていた。

　しかしその喜びも次第に影を落としてきた。軍事力の拡大、科学兵器の発達に伴い、

騒音など弊害が大きくなってきたのだ。島民は国家に訴えた。しかし、国家はその事生

活環境問題には一切触れようとはせず、もっぱら軍事基地の必要性、重要性を主張する

だけであった。基本的人権もその国家そのものが消滅すればどうしようもないではない

かとの主張である。しかし国もどうしても嫌だという人の為に代替え地を用意した。

　一部の人はその勧めに従った。しかし、その地は火山帯に位置していた。やっとその

地での生活に慣れて来た頃、折悪しくも火山の大噴火が起きてしまった。噴火で吹き出

た溶岩や火山灰は無残にも彼らの生活基盤を押し流し、埋め尽くしてしまった。しかし、

国は移住島民は勿論、先住民に対してもほとんど補償はおこなわなかった。５年の粗末

なバラック生活を強いられた。軍事島の拡充をよそにバラックも朽ちるままに援助の手

は差し延べられなかった。

　島に残ったふ人々もその仕打ちを見ているので、うかつに慣れない土地には行こうと

しない。

　一方、コンピュ－タ－技術も急激な発達を遂げ、ついに知能ロボットが生まれた。人

間同様自分で思考判断もできるようになった。もう今では力は強く、計算は迅速正確、

そんな能力を合わせ持った素直な人間といったところだ。その上、彼らは騒音や薬害な

どものともしない。当然の如く人間には劣悪環境の軍事島に軍人、軍事ロボットとして

送りこまれた。こうなっては機械サイボ－グの天下で、島民の職場も奪われ、環境も劣

悪ときては、かなり残っていた島民も本土などに移住するしか手はなくなった。

　国家も知能ロボットを得て、島民のことなど全く考える必要はなくなった。出ていく

なら勝手に出て行きなさい。彼らにはなんの補償も与えられなかった。噴火の土地すら

用意はされていなかった。島民は私財を投げ売り、その金を別地での当座の生活費に充

てられた。島民の離散をよそに、軍事島はますます栄えていった。

　それから１００年、知能ロボットの知能は人間の手を離れ勝手に増殖していった。

お決まりのスト－リ－(^^;で、知能ロボットは人間を凌ぎ、人間を淘汰していった。

本土にいた人間は追い出されるようにかつての軍事島に追いやられた。人間に住むこと

を許されたのはこの島と、世界各地に点在する似たような小島二十数カ所だけであった。

島の軍事施設はすでに退役していた。知能ロボット一色の天下になって、愚かな戦争の

緊張も溶けたし、それに島の兵器は古いものとなっていた。

　人間たちは復讐を計画した。しかし、絶対勝ち目はない。知能ロボットたちは島の兵

器の電子回路を悉く破壊していって、使い物にならない。しかし５０年以前のソロバン

と計算尺で造られた大砲は残されているし、弾薬も、化学兵器もどこかに残っているだ

ろう。しかし、それにしても人間側勝ち目は皆無である。毒ガスはロボットになんの効

果もない。結局、人間巻き返し作戦は計画すら立てることができなかった。

　しかし、血気盛んなものたちは考えた。こうなったら一人一殺----テロだ。

探査衛生の目に怯えながら本土まで足を延ばし、出来るだけ中枢に近い知能ロボットを

狙って破壊した。何度かは成功した。そして、この噂が世界各地の人間居留地に伝わり、

人間によるテロ行為が広がった。しかし焼け石に水であった。

　この一年間で８８人もの同胞が殺されていった。憎いテロリスト、低能人間どもは

２８の島にいる。その中でもテロリストの中心組織は退役軍事基地、翁島をアジトにし

ている。

　僕が所属する小隊に命令が下った。

　『翁島に巣くうテロリスト、地上の愚かな有機物どもを殲滅せよ ！ 』

                                                        1628　ＭＯＫＥ

　無人島には行けなかったし、ノ－アイデア　だったのできょくせんさんの尻馬にのっ

　てしまった。　ひさびさのリレ－小説風
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　　きょくせんさんの作品の感想を考えているうちに、感想ではなく上の短編に

なってしまった。感想に代えさせていただきます。

＞バクチは打てない状況になってしまったし・・・。

　　なんじゃ若いのにと言いたいが中年なのに無茶は出来ないと言う私になんじゃまだ

　　若いのにと言われたなにも言えない私

＞まぁ、やりたい事をやろうかと思います。

　　まあ、それが最高っすね、ホント

＞それではまた。

　　少々疲れが出てきて今度でやめようかと思うこともしばしばだが、それではまたの

　　またでまたひとつ食いつないでいるよなカンジ～

　　そうそう、NOVELで
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     ダウンロ－ドしたけど、なぜか解凍できない。今まではできてたのに。
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　　歌会とはいいながら、最近はスト－リ－ものが多かったので、歌や句が

　　作りやすいものにしてみました。勿論小説も大歓迎。

　　僕はキャンベルがいちばん好きだなあ。次にマスカットかな。

　　夢見る年頃、近所の姉さんがブトウ会に行ってみたいとよく言っていたが、

　　すっかり葡萄会と聞き違えていた。舞踏会のことだったのね。
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　「飲む？」

　彼女はそう言って紙コップを一つ差し出した。受け取った僕は注がれる真紅の液体に

軽いと惑いを覚えた。

　「軽蔑・・・した？」

　「い、いや。」

　僕はそう返答するとその液体を一気に飲み干した。口内にほのかな渋みが広がる。そ

してアルコール臭。どうも好きになれない。

　「あれ？お酒駄目だったっけ？」

　彼女は悪戯な笑いを湛えながら僕に瓶を差し出した。

　「・・・・・これって、何処のワインだ？」

　「えーっとねぇ・・・。」

　僕の問に彼女はラベルをグルグル見回しながら、「わっかんなぁ～い。」ときた。僕

は薮睨みになりながら彼女を見た。

　「まぁまぁ、飲んじゃえば同じよ。」

　と、彼女はケラケラと笑いながら僕のコップになみなみとワインを注いだ。

　「で、仕事決まったの？」

　僕がワインを飲むかどうか悩んでいると、彼女はそう言った。

　「うーん、まぁ、このままブラブラしてる訳にもいかんし。営業職で探す。」

　「あれ？研究職目指すんじゃなかったの？」

　「あれは志望者が多いからな。おまけにバイオテクノロジーはヒントがありゃ後は

作業するだけだから・・・面白くない。」

　「でも、物事には段階ってもんがあるでしょ？」

　彼女はあからさまに面白くないぞと言う顔をした。

　「葡萄がスッパイって思い込みたがってるのね。」

　「・・・・・。」

　「それって良くない！」

　「・・・・。」

　「ねぇ、何か言ってよ！！」

　「・・。」

　「ねぇってば！！！」

　僕は、彼女の追及を無視したままぐいっとコップを呷った。

　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　葡萄で寓話的な話をいくつか考えてみたのですが、あんまりいいアイデアが出ません

でしたので、ひとりよがり街道まっしぐらになっている「真夏の海には」のワンシーン

という事で(^^;

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きょくせん

#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%

　　　葡萄房両てのひらに温かい

　　　緑透く周り一円葡萄園

　　　食べ終えて線香花火摘み下ぐ

　　　香り濃し熟れし悲しき残り葡萄

　　　　　説明　３番目　食べ終わった葡萄の枝は線香花火のような形ですねえ(^^;

　　　　　　　　４番目　食卓に上った葡萄も一粒ふた粒食べ残されることがある。

　　　　　　　　　　　　発育不足だったり熟れ過ぎて不格好なもの。後者のぶよぶよ

　　　　　　　　　　　　で皺があり不格好なもの。熟れているから香りは豊かなのに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６２８　ＭＯＫＥ

#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%

　　きょくせんさん　大作映画に散りばめられるラッシュフィルムって感じですね。

　　　　秋も始まり、周囲が寒々としてきた今日この頃、ウチではもうストーブ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごちゃっぺ歌会　ＭＯＫＥ
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　■　締切り　：　９６年１０月２５日　頃　MAILにて ID:1628 ＭＯＫＥまで 　■
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　■　発　表　：　９６年１１月　１日　頃　LITERボ－ドにて全作品掲載予定 　■

  □                                                                      □

  ■　　＊　作品にはＩＤ番号とハンドルを併記して下さい。                  ■

  □    ＊　的を得たコメントは出来そうにないので、自分で付けてね。        □
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  □■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

　　今月は選挙がありますねえ。皆さん頑張りましょう、なにを(Ｏ.Ｏ;

　もちろん投票でっせ。読者の中に立候補する人はいないでしょうからね。

　でも困った。なんと書けばいいんだ。まあとにかく足を運びましょう。

　ええっ、面倒臭い。ごちゃっぺとでも書いてこよおっと。

　　政界地図作成が政治の総てといった昨今、環境破壊、人心崩壊、経済不振、

　世界的食料不足、日本産業の空洞化の兆し、このままでは世紀末思想、ハルマゲ

　ドンも夢ではないというのに。(´_｀;　誰かさんが牢獄の中で喜んでまっせ(^^;

　　今まではやる前から分かっているので白けたが、今回はそうでもないらしい

　でっせ。多少なりとも、各自の意思が通るかもしれない。

　それから大事なことをもうひとつ。

　ごちゃっぺ歌会に作品をだすことも忘れないで。

　本当に危ういんだから　(ﾟ-ﾟ)(｡_｡)(ﾟ-ﾟ)(｡_｡)ｳﾝｳﾝ

                                                  ごちゃっぺ歌会  ＭＯＫＥ

□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
ならず(*^_^*)

　　今回は参加作品がなかったので、発表はありません。

　　至極、残念にござりまする～　(;_;)

　　　　　　　　　　　　　　ごちゃっぺ歌会　ＭＯＫＥ
